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７月１日現在

人 の う ご き

　 水道工事当番店

　 今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納管理係
　☎�2111（内線234）

　７月２日、指宿小の５年生41人が田植えを体験し
ました。苗の準備や指導にはＪＡいぶすき青年部（後
迫孝部長）が協力。等間隔に目印が付いた糸を頼り
に、昔ながらの方法で苗を植え付けました。豊留智
歩さん（大園原）は、「田植えは初めての経験、米づ
くりの大変さが分かりました」と話しました。

泥 んこで米作り体験
指宿小が田植え体験

今月の表紙
携帯電話から市の
ホームページにア
クセスできます。

指宿地域
８月１日～５日	 ㈱九水　　　 ☎㉕5773
		  　　 （夜・休☎㉒6603）
　　 ６日～12日	 中川水道㈲　 ☎㉕2706
　　 13日		  ㈲吉元水道　 ☎㉒2424
　　 14日		  ㈱西園組　　 ☎㉕2517
　　 15日		  ㈲上林山組　 ☎㉕5515
　　　　　　 （夜・休☎090-2511-4331）
　　 16日～19日	 ㈱岩野建設　 ☎㉓3302
		  　　　　 （夜☎㉔3538）
　　 20日～26日	 中村設備　　 ☎㉒3013
　　 27日～９月２日	 ㈲山王水道工事店☎㉔3557

山川地域
８月		  ㈱福ヶ迫建設 ☎㉞1822
９月１日～15日	 西設備　　　 ☎㉞1176
　　 16日～30日	 ㈲東水道工務店☎㉟2447

開聞地域
８月		  ㈱丸新建設　 ☎㉜2227
９月		  ㈲中村組　　 ☎㉜2228

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレの
詰まり等は、なじみの工事店にお願いしてくだ
さい。また、宅地内の漏水についても、できる
だけ設置業者へ修理依頼をお願いします。

税の種類 期　　別
市 県 民 税 ２期
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

２期

口 座 振 替 日 ８月27日(月)
納付書での納期限 ８月31日(金)

総人口　43,706 人　 （−  13）
　男　　19,894 人　 （−   5）
　女　　23,812 人　 （−   8）
世帯数　19,201 戸　 （＋   1）

（※）印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康	
  診査が受診できます（事前に申し込んでください）。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時）

日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）	

【外科：青色　 内科：緑色】
○かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

項目
薬局名 電話番号

月日

８月５日
（日）

指宿薬剤師会薬局
そうごう薬局指宿店

☎㉒6343
☎㉒1021

８月12日
（日）

南九州薬局指宿店
しのはら薬局

☎㉓4689
☎㉟2757

８月19日
（日） ゆのさと薬局 ☎㉒6771

８月26日
（日） ヨシ薬局 ☎㉕3678

９月２日
（日）

指宿薬剤師会薬局
まどか薬局

☎㉒6343
☎㉟2120

項目
医療機関名（診療科） 電話番号

月日

８月５日
（日）

【外科】国立病院機構指宿病院
【内科】いぶすき内科

☎㉒2231
☎㉓3239

８月12日
（日）

【外科】田畑クリニック（※）
【内科】橋口医院

☎㉔5131
☎㉟0022

８月19日
（日）

【外科】肥後胃腸科クリニック
【内科】南記念クリニック（※）

☎㉟2148
☎㉓3730

８月26日
（日）

【外科】今林整形外科病院
【内科】指宿温泉病院

☎㉒2710
☎㉕3653

９月２日
（日）

【外科】国立病院機構指宿病院
【内科】大重内科

☎㉒2231
☎㉞1003
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普
段
か
ら
災
害
に
対
し
て
心
構

え
を
し
て
お
く
こ
と
は
大
切
な
こ

と
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
想

定
し
て
災
害
の
種
類
に
よ
っ
て
ど

こ
に
避
難
す
る
か
、
避
難
場
所
ま

で
の
経
路
な
ど
を
日
ご
ろ
か
ら
決

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

鹿
児
島
県
に
は
毎
年
の
よ
う
に

台
風
が
接
近
ま
た
は
上
陸
し
、
強

風
や
大
雨
で
大
き
な
災
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
台
風

情
報
に
は
十
分
注
意
し
て
、
被
害

が
出
な
い
よ
う
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

集
中
豪
雨
は
、
短
時
間
の
う
ち

に
狭
い
地
域
に
集
中
し
て
降
り
ま

す
。
河
川
の
氾は

ん
ら
ん濫
や
道
路
の
冠
水
、

土
砂
崩
れ
、
が
け
崩
れ
な
ど
に
よ

り
大
き
な
被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

気
象
情
報
に
十
分
注
意
し
、
万
全

な
対
策
を
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

台
風
に
備
え
て

集
中
豪
雨
に
備
え
て

防
災
訓
練
で
学
ぶ

防
災
訓
練
と
い
う
非
日
常
を
日
常
に
し
て
い
く
努
力

災害情報に注意を

災害への備えと心構え

防
災
訓
練
で
学
び

　
安
心
し
た
生
活
を

　

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
台
風
や

豪
雨
な
ど
の
悪
天
候
が
襲
い
か
か

る
と
、
人
命
を
含
む
深
刻
な
被
害

が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
激
し
い
豪
雨
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
土
砂
災
害
は
、

犠
牲
と
な
る
人
が
多
く
、
自
然
災

害
に
よ
る
犠
牲
者
の
半
数
近
く
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

家
族
の
安
全
と
財
産
を
守
る
た

め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
備
え
ま
し
ょ

う
。

避難指示等の伝達方法
①防災関係者が直接口頭
②サイレン
③広報車の呼び掛け
④市防災行政無線、電話、その他の特使等
⑤各地区の放送施設の利用

災害で寸断された道路

昨年川尻地区で行われた避難訓練

　近年、想定を超える集中豪雨や台風、地震等の発生により、多くの被害
が出ています。　　
　これらの被害を軽減するためには、一人ひとりが日ごろから防災意識を
持ち、万が一災害が発生した場合に落ち着いて行動することが大切です。
　市では、自然災害に対する理解を深め、万が一の場合に役立つさまざま
な情報を掲載した「防災ハザードマップ」を作成し市内の全世帯に配布し
ました。Ａ４版の冊子は持出用として、Ａ１版の地図は目に付きやすい場
所に張るなどして活用してください。

　

気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
る
注
意

報
・
警
報
な
ど
で
、
現
状
を
し
っ

か
り
把
握
し
ま
し
ょ
う
。
川
の
水

位
や
が
け
の
亀
裂
に
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
た
だ
し
、
台
風
が
接
近

し
た
り
、
大
雨
が
降
り
始
め
た
り

し
て
か
ら
様
子
を
見
に
行
く
の
は

危
険
で
す
の
で
、
絶
対
に
や
め
て

く
だ
さ
い
。

　

海
の
付
近
で
は
、
満
潮
時
刻
も

調
べ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
署
や
市
役
所
な
ど
か
ら
の

警
報
に
も
十
分
注
意
し
、
避
難
の

勧
告
な
ど
が
出
た
ら
、
指
示
に
従

っ
て
速
や
か
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

※
避
難
す
る
場
合
は
、
避
難
施
設

が
開
設
さ
れ
て
い
る
か
事
前
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら

備
え
と
対
策
が
必
要
で
す
。
も
し

も
の
時
の
役
割
や
連
絡
方
法
を
家

族
や
地
域
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
非
常
持
ち
出
し
品
や
備

蓄
品
な
ど
を
準
備
し
て
お
く
こ
と

も
大
切
で
す
。

東
日
本
大
震
災
被
災
者

支
援
金
精
算
報
告

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
約
１
年
半
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

支
援
金
は
次
の
と
お
り
活
用
さ
れ

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

○
危
機
管
理
室
安
全
安
心
対
策
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
５
１
）

○
山
川
支
所
地
域
振
興
課
総
務
係

　

☎
㉞
１
１
１
１
（
内
線
１
２
３
）

○
開
聞
支
所
地
域
振
興
課
総
務
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
２
２
１
）

○
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
降
雨
量
）

　

☎
㉒
２
８
４
０

注
意
報
や
警
報
に
注
意

防災ハザードマップの活用

大
切
な
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

避難所や安全な避難経路を
あらかじめ決めておきまし
ょう。

安全に避難するために 浸水を防止するために

雨水ますの上部にたまった
ごみや落ち葉の清掃にご協
力をお願いします。

避難時の持ち出し品を準備して
おきましょう。

避難に備えるために

摘　　要 内　　　　　　　　　　訳 金　　額

食 料 品 みそ（400kg）、そうめん・つゆ（1,100食分）、
スイカ（200個）、カボチャ（660箱） 2,608,963円

生 活 用 品
雨靴（100足）、ボディーソープ（1,200個）、
ボディーソープ（詰め替え用2,000個）、
洗濯用洗剤（1,600個）、食器用洗剤（4,800個）、
防虫剤（3,000個）、土のう袋（600袋）

3,117,350円

輸 送 費 支援物資トラック輸送代 346,500円
現地活動費 網、炭、アルミホイル、菜種油、竹串、精米、ポリ袋 72,706円
旅 費 等 支援者旅費、レンタカー代 396,500円
寄 附 金 石巻市災害対策本部 4,899,237円

合　　　　　　　　　計 11,441,256円

東日本大震災被災者支援金精算報告書 （平成24年3月31日現在）

大雨によるがけ崩れ（６月27日の岩本宮ヶ浜吹越線）
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Ｑ　

国
保
っ
て
何
で
す
か
？

Ａ　

各
市
区
町
村
で
運
営
し
て
い
る
国
民

健
康
保
険
の
こ
と
を
略
し
て
「
国
保
」

と
言
い
ま
す
。

　
　

こ
れ
は
、
加
入
者
が
病
気
や
け
が
で

治
療
を
受
け
た
場
合
に
、
加
入
者
が
出

し
合
っ
た
国
保
税
な
ど
か
ら
、
一
定
の

割
合
で
医
療
費
を
支
払
う
、
助
け
合
い

の
制
度
で
す
。

Ｑ　

保
険
証
に
、
一
部
負
担
金
が
３
割
と

書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
意
味

で
す
か
？

Ａ　

病
気
や
け
が
で
治
療
を
受
け
る
時
、

病
院
の
窓
口
に
保
険
証
を
提
示
す
れ
ば
、

治
療
に
か
か
っ
た
お
金
の
３
割
だ
け
を

自
己
負
担
分
と
し
て
支
払
え
ば
よ
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
　

残
り
の
７
割
は
、
国
保
が
病
院
に
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
（
表
１
）。

Ｑ　

も
し
保
険
証
が
な
け
れ
ば
、
病
院
へ

の
支
払
額
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ　

治
療
費
の
全
額
を
自
分
で
支
払
わ
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
の
で
、
治
療
内
容
に

よ
っ
て
は
、
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

Ｑ　

広
報
い
ぶ
す
き
６
月
号
で
、「
危
な
い

国
保
財
政
」
と
い
う
特
集
が
あ
り
ま
し

た
。
指
宿
市
の
国
保
は
い
く
ら
赤
字
が

出
て
い
る
の
で
す
か
？

Ａ　

平
成
22
年
度
で
約
１
億
６
千
万
円
、

平
成
23
年
度
で
約
２
億
４
千
万
円
の
赤

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

加
入
者
の
納
め
る
国
保
税
や
、
国
か

ら
の
補
助
金
が
あ
る
は
ず
で
す
が
、
そ

れ
で
も
赤
字
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す

か
？

Ａ　

医
療
費
が
毎
年
増
え
続
け
て
い
る
た

め
、
入
っ
て
く
る
お
金
よ
り
、
支
払
う

お
金
の
ほ
う
が
多
い
状
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。

シリーズ 国保の現状と今後 私
た
ち
の
国
民
健
康
保
険

み
ん
な
で
考
え
よ
う

第１回　赤字になった国保の現状

個人負担分
3,000円

国保負担分
7,000円

医療費の負担割合の例（表１）
（総医療費が10,000円で、
　一部負担３割の場合）

国
民
健
康
保
険
の
仕
組
み

赤
字
に
な
っ
た
国
保
の
現
状

　

毎
年
増
え
続
け
る
医
療
費
の
負
担
が
国

保
の
赤
字
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
を
押
し
上
げ
て
い
る
要
因
と
し

て
、
何
が
考
え
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

次
回
は
、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
５
）

Ｑ　

国
保
の
支
払
う
医
療
費
が
毎
年
増
え

　

続
け
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

　
　

ま
た
、
指
宿
市
の
１
人
当
た
り
医
療

費
は
、
全
国
や
鹿
児
島
県
の
平
均
と
比

べ
て
高
い
の
で
す
か
？

加入者数と 1 人当たりの年間医療費の推移（表２）

　
　

ま
た
、
本
市
の
１
人
当
た
り
の
医
療

費
に
つ
い
て
は
、
全
国
平
均
の
約
１
・

36
倍
、
鹿
児
島
県
平
均
の
約
１
・
12
倍

と
非
常
に
高
く
、
県
内
で
も
上
位
に
位

置
し
て
い
ま
す
（
表
３
）。

Ａ　

国
保
の
加
入
者
は
毎
年
減
っ
て
い
ま

す
が
、
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、
毎

年
伸
び
続
け
て
い
ま
す
（
表
２
）。そ
の

た
め
、
国
保
の
支
払
う
医
療
費
の
総
額

は
、
減
る
ど
こ
ろ
か
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
加
入
者
の

高
齢
化
や
、
医
療
の
高
度
化
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

増
え
続
け
る
医
療
費

ま
　
と
　
め

ご意見、ご感想をお寄せください。
　記事の内容や国保を取り巻く問題等について、皆さんから
のご意見、ご感想をファックス、メール等でお寄せください。
　お寄せいただいたご意見、ご感想は、今後の「みんなで考
えよう私たちの国民健康保険」で掲載させていただく場合が
あります。

〒891-0497　指宿市十町2424
指宿市役所健康増進課健康保険係
☎㉒2111（内線285）　FAX ㉔4342　
　 shimin-kenko@city.ibusuki.lg.jp

県内19市との医療費の比較（表３）
　 市　　名 1人当たりの医療費 市　　名 1人当たりの医療費
1 いちき串木野市 441,403円 11 南 九 州 市 360,499円
2 南さつま市 425,391円 12 曽 於 市 353,484円
3 枕 崎 市 415,097円 13 姶 良 市 353,220円
4 垂 水 市 413,684円 14 霧 島 市 352,472円
5 日 置 市 407,772円 15 鹿 児 島 市 348,034円
6 阿 久 根 市 398,933円 16 鹿 屋 市 312,104円
7 指 宿 市 387,617円 17 西 之 表 市 307,866円
8 伊 佐 市 382,891円 18 志 布 志 市 299,145円
9 薩摩川内市 380,115円 19 奄 美 市 285,920円
10 出 水 市 368,009円

450,000

400,000

350,000

300,000

250,000

200,000

271,544円

323,365円

359,780円

全国
鹿児島県
指宿市
指宿市国保加入者数

16,200

16,100

16,000

15,900

15,800

15,700

15,600

15,500

15,400

（人）（円）

279,463円

332,249円

371,326円

285,049円

346,197円

16,079人

平成20年度 平成21年度 平成22年度

387,617円

15,899人

15,687人

15,899人

15,687人

　 指宿市国保加入者数 全　国 鹿児島県 指宿市

平成20年度 16,079人 271,544円 323,365円 359,780円

平成21年度 15,899人 279,463円 332,249円 371,326円

平成22年度 15,687人 285,049円 346,197円 387,617円

　「医療費」が毎年増え続けた結果、国保財政が危機に瀕
ひん

しています。
　これは、行政だけでは解決できない問題です。一人ひとりが、何が原
因なのかを考え、将来を見据えて取り組まなければなりません。
　今月号から４回にわたり、「国保の現状と今後」について皆さんと考え
ていきたいと思います。
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健
康
の
「
健
」
に
幸
福
の
「
幸
」
と

書
い
て
、「
健
幸
」。こ
の
「
健
幸
」
と
い

う
言
葉
に
は
、
一
般
的
な
「
健
康
」
と

い
う
意
味
に
加
え
、「
一
人
ひ
と
り
が
健

康
で
生
き
が
い
を
持
ち
、
安
全
・
安
心

で
豊
か
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
意
味
も
含
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｗ
Ｃ
は
ス
マ
ー
ト
・
ウ
エ
ル
ネ
ス
・

シ
テ
ィ
の
略
で
す
。

　

ス
マ
ー
ト
は
「
賢
明
、
快
適
、
エ
コ
」

を
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
は
「
健
幸
、
安
心
」

を
、
そ
し
て
シ
テ
ィ
は
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

「
健
幸
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
に

捉
え
、
住
民
が
健
康
で
元
気
に
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
新
し
い
都
市
モ
デ
ル
を
目
指

に
は
、
い
ま
実
施
し
て
い
る
健
康
づ
く

り
事
業
の
ほ
か
に
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
・

マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
や
ま
ち
の
景
観
、
歩

道
・
自
転
車
道
・
公
園
整
備
の
推
進
、

交
通
網
と
商
店
街
の
整
備
な
ど
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
平
成
23
年
９
月
、
横
断
的
・

全
庁
的
に
協
議
す
る
た
め
、
健
康
・
福

祉
部
局
に
加
え
、
建
設
、
産
業
、
総
務

な
ど
14
課
19
人
の
職
員
で
構
成
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
事
業
が
考

え
ら
れ
る
か
、
指
宿
市
が
目
指
す
指
標
・

数
値
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
か
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
て
き
ま
し

　

本
市
を
は
じ
め
、
各
自
治
体
は
こ
れ

ま
で
、
保
健
・
福
祉
な
ど
の
担
当
部
局

が
主
体
と
な
っ
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り

の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
は
、
健

康
へ
の
関
心
が
高
く
て
、
な
お
か
つ
健

康
な
人
し
か
参
加
し
て
い
な
い
と
い
う

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
治

体
も
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
な
成
果
が
上
が
っ
た
の
か
と

い
う
検
証
が
不
十
分
で
し
た
。

そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
21
年
、
筑
波
大
学
の
久
野
教
授

が
全
国
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
う

首
長
に
呼
び
掛
け
、「
健
幸
」
を
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
に
捉
え
て
、
総
合
的
な
健

康
政
策
を
推
進
・
実
行
す
る
「
ス
マ
ー

ト
・
ウ
エ
ル
ネ
ス
・
シ
テ
ィ
首
長
研
究

会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
第
一
次
指
宿
市
総
合
振
興

計
画
で
「
豊
か
な
資
源
が
織
り
な
す
食

と
健
康
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
将
来
都
市
像
が
同
首
長
研
究

会
の
目
指
す
都
市
モ
デ
ル
と
合
致
す
る

こ
と
か
ら
、
平
成
22
年
10
月
に
同
研
究

会
に
加
盟
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
国
も
「
健
康
に
長
生
き
す
る
こ
と
」

を
重
視
し
、
今
後
策
定
す
る
「
国
民
の

健
康
づ
く
り
計
画
」
の
中
に
「
健
康
寿

命
を
延
ば
す
」
と
い
う
目
標
を
盛
り
込

む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
指
宿
市
、
首

長
研
究
会
、
国
、
こ
の
三
者
の
目
指
す

方
向
性
は
一
致
し
て
い
ま
す
。

た
。

　

24
年
度
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
員

を
19
課
35
人
に
増
員
す
る
ほ
か
、
無
作

為
に
抽
出
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
５
千
人

を
対
象
と
し
た
「
指
宿
市
の
ま
ち
づ
く

り
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
早
期
の
構
想
策
定
を
目
指

し
て
お
り
、
策
定
後
に
は
健
幸
の
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
実
施
し
た

「
指
宿
市
の
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
」

に
つ
い
て
は
、
設
問
が
70
問
あ
り
、
回

答
記
入
に
30
分
以
上
を
要
す
る
内
容
で

し
た
が
、
１
，９
４
２
人
、
回
収
率
38
・

84
％
と
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

構
想
策
定
や
市
の
各
施
策
に
生
か
す

と
と
も
に
、
集
計
終
了
後
に
は
そ
の
結

果
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
健
康
に
関
心
の
あ

る
人
た
ち
だ
け
が
参
加
す
る
の
で
は
な

く
、
市
民
誰
も
が
参
加
す
る
よ
う
な
健

康
づ
く
り
の
事
業
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
成
果
に
対
す
る
検
証
を
実
施
し
な

が
ら
、
健
幸
の
ま
ち
を
目
指
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

健
康
な
人
が
増
え
る
と
、
医
療
費
が

抑
え
ら
れ
、
本
市
の
財
政
に
も
大
き
く

寄
与
す
る
と
い
う
効
果
も
期
待
で
き
ま

す
。

　

こ
の
健
幸
の
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め

健
　 け　ん

幸
　 こ　う のまちを目指して

ＳＷＣ構想策定に取り組んでいます
＝「国保の現状と今後」を踏まえて＝ 問い合わせ先

　市長公室総合調整係
　☎㉒2111（内線123）

　「健康寿命」とは、「介護を受けたり、病気で寝た
きりになったりせず、自立して健康に生活できる期
間」のことを示します。
　６月１日、国が「健康寿命」を初めて算出し、平
成22年の全国平均で男性70.42歳（平均寿命79.64
歳）、女性73.62歳（同86.39歳）と公表しました。
これにより健康寿命が平均寿命より、男性で９年余
り、女性で12年余り短いことが分かりました。
　国はこれから「健康に長生きすること」を重視し、
今後策定する「国民の健康づくり計画」に「健康寿
命を延ばす」という目標を盛り込むことにしていま
す。平均寿命の延びを健康寿命の延びが上回ること
でその差を縮め、高齢者の生活の質の低下を防ぐと
ともに、社会保障負担を軽減することも目指してい
ます。そのために、食生活の改善や適度な運動がで
きる環境の整備など、健康寿命を延ばすための対策
を検討することにしています。また、目標実現のた
め、がんや脳卒中、心臓病など生活習慣病の死亡率
低減に向けた数値目標や、成人の喫煙率を平成22年
の19.5％から、平成34年度までに12％に下げるこ
となども盛り込む見込みです。

男71.14歳、女74.51歳
鹿児島県の健康寿命

健幸のまちを目指して

健
康
か
ら
健
幸
へ

Ｓ
Ｗ
Ｃ
研
究
会
に
加
盟

こ
れ
ま
で
の
健
康
づ
く
り

「
健
幸
」
の
ま
ち
へ

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

進
行
す
る
高
齢
化
、
高
度
化
す
る
医
療
。
こ
れ
に
伴
い
医

療
費
等
が
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
の
国
民
健
康

保
険
の
会
計
は
赤
字
で
、
貯
金
も
底
を
つ
き
、
こ
こ
数
年
、

億
を
超
え
る
額
を
一
般
会
計
か
ら
支
援
し
て
い
ま
す
（
広
報

い
ぶ
す
き
６
月
号
参
照
）。

　

そ
こ
で
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
寿
命
（
次
ペ
ー
ジ

囲
み
参
照
）
を
延
ば
し
、
国
保
会
計
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、

Ｓ
Ｗ
Ｃ
構
想
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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　市は、将来都市像として目指す「豊かな資源が織りなす食と健康のまち」の実現に向けて、まちづくりを進めて

います。市民・事業者・行政の協働のもと、誰もが豊かで住みやすく、より良いまちづくりの推進のために、とも

に知恵を絞り、汗を流しませんか。

　指宿の未来を描き、熱い情熱を持ちながら、まちづくりに挑戦し続ける職員を募集します。

受
験
申
込
書
の
請
求

直
接
取
り
に
来
る
か
、
郵
便
請
求
の
場

合
は
、
封
筒
の
表
に
「
受
験
申
込
書
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切
手
を

張
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
角

形
２
号
）
を
同
封
の
上
、
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
受
験
申
込
書
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.ibusuki.lg.jp

申
込
受
付
期
間
お
よ
び
申
込
方
法

８
月
１
日（
水
）〜
17
日（
金
）の
土
・
日

を
除
き
、
直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
（
８

月
17
日（
金
）の
消
印
有
効
）
で
提
出

第
１
次
試
験

　

期
日　

９
月
16
日（
日
）　

　

場
所　

指
宿
市
役
所
指
宿
庁
舎

　
　
　
　

３
階
大
会
議
室

第
２
次
試
験

　

期
日　

10
月
中
旬
〜
下
旬
（
予
定
）

※
詳
し
く
は
、
募
集
案
内
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

−
０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
総
務
課
人
事
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
１
５
）

共に頑張りましょう
〜先輩からのメッセージ〜

土木課　一田智徳
（平成23年採用）

　私が所属する土木課では、道
路や河川、港湾などの社会基盤
を管理し、改良や補修・整備を
行っています。また、災害から
市民の生命や財産を守る役割も
果たすとても大事な仕事です。
土木の仕事は、自然と人間が密
接にかかわる大変な仕事ですが、
その分自分の仕事の成果が目に見える形として出来上が
るので、とてもやりがいがあります。市民が、安心して
生活できるように指宿のまちづくりを一緒に担っていき
ましょう。

長寿介護課　江川昌孝
（平成21年採用）

　私が所属する長寿介護課では、
高齢者の生活をさまざまな面か
ら総合的に支援するため、社会
福祉士や主任ケアマネージャー
など各分野の専門職が連携して
業務を行っています。さまざま
な悩みを抱え、切実な思いで相
談に来る人も多く、責任の重さ
を感じますが、人と人とのつながりの大切さや温かみを
感じながらやりがいを持って仕事をしています。高齢者
の皆さんが住み慣れた地域で安心して生活ができるよう、
皆さんの力を生かしてみませんか。

創
造
力
豊
か
で

　
熱
い
情
熱
を
持
っ
た

　
　
職
員
を
募
集
し
ま
す

危機管理室　迫田千代美
（平成24年採用）

　私が所属する危機管理室では、
防犯対策や災害時の対処などを
行っています。災害時には、第
一線で市民の生命と財産を守る
緊張感もありますが、責任のあ
る仕事を任されていることに対
し、とてもやりがいを感じます。
多くの経験をすることによって、
仕事をやり遂げられたときの達成感は自分への自信につ
ながっています。誰もがより安全で安心して暮らせるま
ちを目指して、皆さんと一緒に働ける日を楽しみに待っ
ています。

職種 ・ 試 験 学歴区 分・ 受験 資格等

※受験申し込みは、１職種に限ります（他の職種との重複受験不可）。
※受験資格は、①〜③のいずれにも該当する人。
※最終学歴（卒業見込みを含む）以外での受験はできません（例：大卒者や、大学在学中の人は、
短大卒区分での受験は不可）。
※受験申込書提出後の職種変更は認めません。

職　　種 採用
人員

試験学歴
区　　分 受　験　資　格

一般行政職
（一般事務職） 若干名

大学卒業
①　昭和58年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた人
②　学校教育法に基づく大学（同等資格含む。）以上の学歴を有する人、また

は平成25年３月までに卒業する見込みの人

短大卒業
①　昭和58年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた人
②　学校教育法に基づく短期大学（同等資格含む。）以上の学歴を有する人、

または平成25年３月までに卒業する見込みの人

高校卒業
①　昭和58年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた人
②　学校教育法に基づく高等学校（同等資格含む。）以上の学歴を有する人、

または平成25年３月までに卒業する見込みの人

一般行政職
（土木技術事務職） 若干名

大学卒業
①　昭和58年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた人
②　学校教育法に基づく大学（同等資格含む。）以上の学歴を有する人、また

は平成25年３月までに卒業する見込みの人で、土木技術の専門課程を修了
した人、または平成25年３月までに土木技術の専門課程を履修見込みの人

短大卒業

①　昭和58年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた人
②　学校教育法に基づく短期大学（同等資格含む。）以上の学歴を有する人、

または平成25年３月までに卒業する見込みの人で、土木技術の専門課程を
修了した人、または平成25年３月までに土木技術の専門課程を履修見込み
の人

高校卒業

①　昭和58年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた人
②　学校教育法に基づく高等学校（同等資格含む。）以上の学歴を有する人、

または平成25年３月までに卒業する見込みの人で、土木技術の専門課程を
修了した人、または平成25年３月までに土木技術の専門課程を履修見込み
の人

一般行政職
（社会福祉事務職） 若干名 大学卒業

①　昭和58年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた人
②　学校教育法に基づく大学（同等資格含む。）以上の学歴を有する人、また

は平成25年３月までに卒業する見込みの人で、社会福祉士の資格取得者、
または平成25年３月までに取得見込みの人

一般行政職
（学芸員事務職） 若干名 大学卒業

①　昭和58年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた人
②　学校教育法に基づく大学（同等資格含む。）以上の学歴を有する人、また

は平成25年３月までに卒業する見込みの人で、学芸員の資格取得者、また
は平成25年３月までに取得見込みの人

③　日本考古学を専攻して卒業している人、または卒業見込みの人で、埋蔵
文化財発掘調査・発掘調査報告書作成の経験がある人

職　　種 採用
人員

試験学歴
区　　分 受　験　資　格

消防士 若干名

大学卒業
①　昭和63年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた人
②　学校教育法に基づく大学（同等資格含む。）以上の学歴を有する人、また

は平成25年３月までに卒業する見込みの人

短大卒業
①　昭和63年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた人
②　学校教育法に基づく短期大学（同等資格含む。）以上の学歴を有する人、

または平成25年３月までに卒業する見込みの人

高校卒業
①　昭和63年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた人
②　学校教育法に基づく高等学校（同等資格含む。）以上の学歴を有する人、

または平成25年３月までに卒業する見込みの人

指宿地区消防組合職員

指宿市職員 市職員等の採用試験
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　毎日の生活に「ゆとり」を持てていますか？　ワーク・ライフ・バランス（仕事と家庭の調和）
の実現に欠かせないのは、心の「ゆとり」です。改正育児・介護休業法には、仕事・家庭生活を充
実させたいあなたをサポートしてくれる制度が、数多く規定されています。自分の生活にあった制
度を活用して、あなたの毎日に、少しだけ「ゆとり」をプラスしてみませんか？
※制度の対象従業員は、それぞれ一定の要件を満たす必要があります。

　３歳未満の子どもを養育する人は、「短時間勤務制度（１
日原則６時間）」を取得することができます。
　これは、労働者の身分を保ったまま、１日の勤務時間を
短縮するものです。
　この制度を利用す
ることによって、労
働者は子育て期間中
もキャリアを中断す
ることなく、働き続
けることができます。

　従来の介護休業に加え、介護のための短期の
休暇制度が創設されました。これにより、要介
護の家族の通院の付き添いなどに対応するため、
年５日（対象者が２人
以上の場合は年10日）
の休暇を取得できます。

　パパ・ママ育休プラスは、母親と父親がとも
に育児休業を取得する場合、取得できる期間を
「子どもが１歳２カ月に達するまで」に延長す
る制度です。例えば、母親の育児休業が終わる
ころに父親が育児休業を取得すれば、母親が職
場復帰して大変な時期に、父親が子育てし、母
親の負担を軽くすることができます。

　配偶者が専業主婦（夫）で
あったり、育児休業中であっ
たりした場合でも、すべての
父親（母親）が必要に応じて
育児休業を取得できます。

　子どもの数が多いほど、子どもの病
気で休むニーズは高まります。小学校
就学前の子どもの看護のために取得で
きる「子の看護休暇」は、これまで子
どもの人数にかかわらず、一律で「年
５日まで」でしたが、小学校就学前の
子どもが１人であれば年５日、２人以
上いる場合は「年10日まで」取得でき
ます。
　また、子どもに予防接種や健康診断
を受けさせる目的でも、看護休暇が取
得できます。

制度を活用してゆとりある生活を

子育て期の短時間勤務制度

介護休暇 パパ、ママ育休プラス

労使協定による専業主婦（夫）除外の廃止

子の看護休暇

問い合わせ先
○鹿児島県労働局雇用均等室
　☎099-222-8446
○市民協働課パートナーシップ推進係
　☎㉒2111（内線211）

子
ど
も
の
予
防
接
種
や
健

康
診
断
で
も
、
休
み
が
取

れ
る
か
ら
助
か
る
♪

出産

母 産休 母 育児休業

父 育児休業職場復帰後の特に大変な時期に
父母が協力して子育てができます。

8週間 1歳 1歳2カ月
取得例

仕
事
の
後
で
も
、
子
ど
も

と
一
緒
に
ゆ
っ
く
り
買
い

物
で
き
る
わ
♪

　

次
の
制
度
が
従
業
員
数
１
０
０
人
以
下

の
事
業
主
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

◆
短
時
間
勤
務
制
度
の
義
務
化

事
業
主
は
、
３
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養

育
す
る
従
業
員
に
つ
い
て
、
従
業
員
が

希
望
す
れ
ば
利
用
で
き
る
、
短
時
間
勤

務
制
度
を
設
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
所
定
外
労
働
の
免
除
の
義
務
化

事
業
主
は
、
３
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養

育
す
る
従
業
員
が
希
望
し
た
場
合
は
、

所
定
労
働
時
間
を
超
え
て
勤
務
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◆
介
護
休
暇
の
創
設

事
業
主
は
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
あ

る
家
族
の
介
護
・
そ
の
他
の
世
話
を
行

う
従
業
員
が
希
望
し
た
場
合
に
は
、
年

５
日
（
対
象
者
が
２
人
以
上
の
場
合
は

年
10
日
）
の
介
護
休
暇
を
与
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

育
児
・
介
護
休
業
法
で
は
、
事
業
主
に

対
し
、
そ
の
事
業
所
で
働
く
従
業
員
が
、

男
女
共
に
仕
事
と
家
庭
生
活
を
両
立
さ
せ
、

充
実
し
た
職
業
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
一
定
の
雇
用
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
従
業
員
か
ら
育
児
・
介
護
休
業

法
に
関
わ
る
休
業
等
の
申
し
出
や
取
得
を

理
由
と
す
る
解
雇
・
そ
の
他
不
利
益
な
取

扱
い
を
行
う
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
法
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
罰
則
規
定
も
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

罰
則
規
定

法
を
遵
守
し
て
い
な
い
事
業
主
に
対
し
、

国
が
行
う
是
正
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
、

企
業
名
な
ど
が
公
表
さ
れ
る
ほ
か
、
過

料
（
金
銭
罰
）
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

※
制
度
の
対
象
従
業
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一

定
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

制度の内訳
適用日

101人以上 100人以下

短時間勤務制度の義務化

平成22年
６月30日〜

平成24年
７月１日〜

所定外労働の免除の義務化

介護休暇の創設

子の看護休暇の拡大

平成22年
６月30日〜

パパ・ママ育休プラス

産後８週間以内の父親の育休取得促進

労使協定による専業主婦（夫）除外規定の廃止

改正育児・介護休業法の主な規定の適用日

拡
大
施
行
さ
れ
た
制
度
の
内
容

従業員数が100人以下の事業主の皆さんへ

実
効
性
の
確
保

　男女共に、仕事と家庭の両立ができる働き方の実現を目指し、
平成21年に、育児・介護休業法が改正されました。
　今回、これまで適用が猶予されていた一部の制度が、７月１日
から従業員数100人以下の事業主にも適用されることになりました。

改正育児・介護休業法が
　　　　　　　全面施行されました

平成24年
７月１日から

10広報いぶすき　８月号2012.８　No.80ⅠBUSUKⅠ11



　

「
ひ
る
ど
き
！
ラ
ン
チ
で
語
ろ
会
」
は
、

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
事
業
で
す
。

　

市
長
と
市
民
団
体
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に

昼
食
（
ラ
ン
チ
）
を
取
り
な
が
ら
、
団
体

活
動
や
市
政
な
ど
に
つ
い
て
気
軽
に
語
り

合
お
う
と
い
う
場
で
す
。

　

昨
年
は
、
車
椅い

す子
レ
ク
ダ
ン
ス
普
及
会

や
成
人
式
実
行
委
員
会
な
ど
、
市
内
６
団

体
と
開
催
し
ま
し
た
。

■
対
象　

市
内
で
活
動
す
る
団
体
と
し
、

参
加
人
数
は
４
人
以
上
９
人
ま
で
。

■
テ
ー
マ　

皆
さ
ん
が
抱
え
る
課
題
を
テ

ー
マ
と
し
ま
す
。

■
開
催
内
容　

テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
自
由

な
意
見
交
換
会
と
な
り
ま
す
。

■
開
催
期
間　

年
間
を
通
じ
て
開
催
し
ま

す
。
開
催
は
、
平
日
の
12
～
13
時
を
基

本
と
し
ま
す
。
な
お
、
開
催
日
に
つ
い

て
は
市
長
公
務
と
の
調
整
の
上
、
決
定

し
ま
す
。

■
開
催
場
所　

市
長
応
接
室
ま
た
は
各
団

体
の
活
動
場
所
と
し
ま
す
。

■
そ
の
他

○
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

（
市
長
の
昼
食
は
持
参
し
ま
す
。）

○
個
人
的
な
苦
情
、
陳
情
、
要
望
等
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

○
昨
年
度
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

「
み
ん
な
で
語
ろ
会
」
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
声
を
聞
く
機
会
の
１
つ
と
し
て
、

平
成
22
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
事
業
で
す
。

　

市
長
（
担
当
部
課
長
を
含
む
）
が
皆
さ

ん
の
と
こ
ろ
に
伺
い
、
団
体
が
抱
え
る
課

題
や
市
の
施
策
な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
お

う
と
い
う
場
で
す
。

　

「
課
題
を
見
付
け
、
そ
の
解
決
策
に
つ

い
て
一
緒
に
な
っ
て
考
え
る
」
と
い
う
ス

タ
イ
ル
で
開
催
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
指
宿
校
区
や
仙
田
区
、
大
山

区
な
ど
６
団
体
と
実
施
し
ま
し
た
。

■
対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る

10
人
以
上
で
構
成
す
る
団
体
。

■
テ
ー
マ　

皆
さ
ん
が
抱
え
る
課
題
を
テ

ー
マ
と
し
ま
す
。

■
開
催
内
容　

応
募
団
体
と
打
ち
合
わ
せ

の
上
、
協
議
方
法
等
に
つ
い
て
決
定
し

ま
す
。

■
開
催
期
間　

年
間
を
通
じ
て
開
催
し
ま

す
。
平
日
の
10
時
～
21
時
ま
で
の
間
で
、

90
分
～
１
２
０
分
程
度
で
す
。
開
催
日

に
つ
い
て
は
、
市
長
公
務
と
の
調
整
の

上
、
決
定
し
ま
す
。

■
開
催
会
場　

各
団
体
の
活
動
場
所
や
校

区
公
民
館
等
と
し
ま
す
。

■
そ
の
他

○
昨
年
度
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
直
接
持
参
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

申
込
書
は
、
指
宿
庁
舎
総
合
案
内
お

よ
び
市
長
公
室
秘
書
係
、
山
川
・
開
聞

各
支
所
地
域
振
興
課
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
市
長
公
室
秘
書
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
１
）

FAX
㉔
３
８
２
６

市長と気軽に語ろ会

　市では、市民のみなさんと市長が語り合う「対話」の場として「ひるどき！
ランチで語ろ会」と「みんなで語ろ会」を開催します。どちらも年間を通じて
申し込みを受け付けます。気軽に申し込んでください。

～市長と語る２つの対話集会～

み
ん
な
で
一
緒
に

　

語
い
合
い
ま
し
ょ
う

み
ん
な
で
語
ろ
会

ひ
る
ど
き
！

　
ラ
ン
チ
で
語
ろ
会

　
介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
が
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
、

自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
社
会
全
体
で
支
え
合
う
制
度
で
す
。

歳
出
の
状
況
（
グ
ラ
フ
２
）

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
、
１
割
が
自
己

負
担
で
残
り
９
割
を
介
護
保
険
料
等
で
賄

っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
介
護
保
険
給
付
費
は
、

37
億
４
，２
５
９
万
円
（
22
年
度
比
５
％
の

伸
び
）
と
な
っ
て
お
り
、
施
設
入
所
や
通

所
介
護
な
ど
の
給
付
で
歳
出
の
94
・
７
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
支
援
事
業
費
は
、
介
護
予
防
の
た

め
の
事
業
や
地
域
自
立
生
活
支
援
事
業
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
務
費
は
、
保
険
料
の
徴
収
に
掛
か
る

事
務
費
や
介
護
認
定
審
査
会
な
ど
の
経
費

で
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
給
付
費
な
ど
の

増
加
に
備
え
て
積
み
立
て
る
基
金
積
立
金

や
22
年
度
の
国
庫
・
県
支
出
金
の
精
算
に

伴
う
返
還
金
を
、
諸
支
出
金
で
計
上
し
て

い
ま
す
。

基
金
積
立
と
環
境
整
備

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
３
，８
５

０
万
円
の
う
ち
、
１
，８
５
０
万
円
が
国
庫
・

県
支
出
金
の
精
算
分
等
に
充
て
ら
れ
、
残

り
の
２
，０
０
０
万
円
は
24
年
度
の
介
護
給

付
費
等
に
備
え
て
基
金
へ
積
み
立
て
ま
す
。

　

超
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
う
、
介
護
環

境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
事
業

計
画
に
基
づ
い
た
介
護
施
設
の
整
備
を
行

っ
て
お
り
、
23
年
度
は
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
所
（
１
施
設
）
を
整
備
し

ま
し
た
。

　

住
み
慣
れ
た
環
境
の
中
で
生
き
生
き
と

高
齢
期
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
適
正
な
利
用
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
実
施
す
る
介
護
予
防
事
業
に
対
す

る
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
介
護
課
介
護
保
険
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

歳
入
の
状
況
（
グ
ラ
フ
１
）

　

平
成
23
年
度
の
歳
入
総
額
は
39
億
９
，２

２
５
万
円
で
、
こ
の
う
ち
、
65
歳
以
上
（
第

１
号
被
保
険
者
）
が
納
め
た
介
護
保
険
料

は
、
歳
入
全
体
の
14
・
９
％
を
占
め
る
５

億
９
，５
１
８
万
円
で
す
（
収
納
率
97
・
49

％
）。ま
た
、
40
～
64
歳
（
第
２
号
被
保
険

者
）
が
納
め
た
介
護
保
険
料
で
あ
る
支
払

基
金
交
付
金
は
、
28
・
５
％
を
占
め
る
11

億
３
，７
６
４
万
円
で
す
。

　

第
１
号
・
第
２
号
被
保
険
者
の
介
護
保

険
料
を
合
わ
せ
る
と
17
億
３
，２
８
２
万
円

で
、
歳
入
全
体
の
43
・
４
％
を
占
め
、
歳

入
を
支
え
る
大
き
な
柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。

介護保険給付費の主な内訳（平成24年３月末現在）

市総人口 44,369人

65歳未満 30,345人

65歳～74歳 5,779人

75歳以上 8,245人

高齢者数
（65歳以上） 14,024人

高齢化率 31.6%

人口（平成24年３月末現在）

介護認定者
認定者内訳

65歳〜74歳 75歳以上 40歳〜64歳
要支援１ 319人 22人 294人 3人
要支援２ 317人 25人 281人 11人
要介護１ 435人 31人 396人 8人
要介護２ 430人 48人 362人 20人
要介護３ 351人 27人 315人 9人
要介護４ 363人 32人 322人 9人
要介護５ 403人 25人 368人 10人
合　　計 2,618人 210人 2,338人 70人
認　定　率 18.7% 　

サービスの種類 年間給付額 月平均利用者

介護老人保健施設 751,862,701円 237人

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム） 632,475,158円 218人

通所リハビリテーション（デイケア） 497,776,697円 573人

地域密着型認知症対応型共同
生活介護（グループホーム） 405,525,069円 143人

通所介護（デイサービス） 376,155,446円 481人

訪問介護（ホームヘルプ） 181,560,355円 405人

介護療養型医療施設 126,906,399円 34人

年齢区分別要支援・要介護認定者（平成24年３月末現在）

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
元
気
に

　
〜
平
成
23
年
度
介
護
保
険
の
収
支
状
況
〜

歳入
39億9,225万円

歳出
39億5,375万円

保険料
5億9,518万円
（14.91%）

保険給付費
37億4,259万円
（94.7%）

支払基金
交付金
11億3,764万円
（28.5%）

調整交付金
3億3,984万円
（8.51%）

国庫支出金
6億7,729万円
（16.97%）

県支出金
5億6,588万円
（14.17%）

市負担金
5億3,424万円
（13.38%）

基金繰入金
7,616万円
（1.91%）

諸収入等
164万円
（0.04%）

繰越金
6,438万円
（1.61%）

地域支援事業者
6,768万円
（1.7%）

諸支出金
8,235万円
（2.1%）

総務費
5,193万円
（1.3%）

その他
920万円
（0.2%）

歳出（グラフ２）

歳入（グラフ１）

平成23年度介護保険収支状況
（介護保険特別会計）
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Ｊ
Ｒ
山
川
駅
に
近
い
成
川
浜
に
、

山
川
石
の
荒こ

う
じ
ん
ひ

神
碑
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
荒
神
碑
は
、
幕
末
の
文
久

３
年
（
１
８
６
３
年
）
11
月
に
造

ら
れ
た
、
１
ｍ
20
㎝
ほ
ど
の
八
角

面
の
石
柱
で
す
。
神
の
依よ

り
代し

ろ

、

神
体
石
と
し
て
崇あ

が

め
ら
れ
、
現
在

で
は
土
地
の
内
神
と
し
て
祭
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
碑
に
は
、
荒
神
の
ほ
か
に

も
、
水
神
や
山
神
、
掛か

け
こ
お
り郡奉
行
を

始
め
と
す
る
当
時
の
山
川
郷
の
役

人
た
ち
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
荒

神
は
、
荒
々
し
い
魂
を
持
つ
「
ア

ラ
ガ
ミ
」
で
す
。
ま
た
、
水
神
は

水
害
を
起
こ
し
、
山
神
は
火
山
の

噴
火
を
起
こ
す
神
威
の
強
い
神
様

が
思
い
浮
か
び
ま
す
。
こ
の
三
神

を
祭
る
碑
を
建
て
る
こ
と
は
、
あ

ら
ゆ
る
災
い
や
外
患
か
ら
人
々
を

守
る
と
い
う
祈
り
を
想
起
さ
せ
ま

す
。

　

こ
の
荒
神
碑
が
建
て
ら
れ
た
時

代
背
景
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　

当
時
、
鎖
国
を
脱
し
た
ば
か
り

の
日
本
は
、
攘
夷
と
開
国
と
い
う

国
論
を
二
分
す
る
状
況
で
あ
り
、

朝
廷
も
攘
夷
を
政
策
と
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
西
欧
列
強
の
諸
国

か
ら
国
土
を
守
る
と
い
う
意
識
が

強
く
働
い
て
い
ま
し
た
。

　

前
年
の
文
久
２
年
に
は
、
薩
摩

藩
主
島
津
忠
義
の
父
、
島
津
久
光

の
行
列
を
横
切
ろ
う
と
し
た
馬
上

の
外
国
人
を
、
家
臣
が
一
刀
の
も

と
に
切
り
伏
せ
、
後
に
薩
英
戦
争

へ
と
発
展
し
て
い
く
生
麦
事
件
が

起
こ
り
、
日
本
史
に
お
け
る
明
治

維
新
の
転
換
期
に
な
っ
た
こ
ろ
で

す
。

　

こ
の
時
期
、
荒
神
碑
が
あ
る
成

川
浜
一
帯
に
は
、
藩
の
火
薬
製
造

施
設
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
成
川

の
梅
月
寺
を
移
転
さ
せ
、
そ
こ
を

「
銃
薬
方
」
と
い
う
役
所
と
し
、

川
沿
い
に
水
車
を
設
置
し
て
硫
黄

な
ど
を
砕
い
た
り
、
火
薬
を
調
合

し
た
り
す
る
工
場
を
設
置
し
ま
し

た
。

　

成
川
浜
が
火
薬
製
造
施
設
の
場

所
に
選
ば
れ
た
理
由
は
、
水
車
用

の
川
や
山
川
港
か
ら
船
に
よ
る
運

送
の
利
便
性
、
ま
た
外
来
者
に
対

す
る
監
視
の
目
が
行
き
届
き
や
す

か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
危
険
な
火
薬
製
造
事
業
と
、

内
外
の
情
勢
に
鑑か
ん
がみ
て
、
山
川
郷

の
人
々
が
悪
魔
退
散
を
祈
願
し
て

荒
神
碑
を
建
て
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

　

荒
神
碑
建
立
以
降
の
歴
史
は
、

薩
英
戦
争
を
起
点
に
、
英
・
仏
・

米
・
蘭
の
四
国
連
合
艦
隊
下
関
砲

撃
の
あ
と
、
幕
府
に
よ
る
長
州
征

伐
が
あ
り
、
大
き
な
う
ね
り
の
中

で
攘
夷
か
ら
倒
幕
へ
と
一
気
に
突

き
進
ん
で
い
き
ま
す
。

移
り
変
わ
る
時
代
を

　
　

見
守
る
荒
神
の
碑

いぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）
75

報
恩

謝
徳

　

先
日
、
庭
木
の
枝
に
セ
ミ
の
抜

け
殻
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

セ
ミ
の
幼
虫
は
地
中
で
３
年
か

ら
17
年
程
過
ご
し
た
後
、
地
上
に

出
て
羽
化
し
ま
す
。
こ
の
抜
け
殻

の
主
は
、
わ
が
家
の
地
中
に
長
年

雌
伏
し
、
こ
の
夏
い
よ
い
よ
飛
び

立
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
１
つ
の
命

が
長
年
に
わ
た
っ
て
地
中
で
育は
ぐ
くま

れ
て
い
た
の
か
と
思
え
ば
、
感
動

と
と
も
に
、
命
あ
る
も
の
へ
の
畏い

敬
の
念
が
わ
い
て
き
ま
す
。

　

さ
て
、
世
界
の
国
の
中
に
は
セ

ミ
が
珍
し
く
、
鳴
き
声
を
知
ら
な

い
人
も
多
い
よ
う
で
す
。
だ
か
ら

で
し
ょ
う
か
、
イ
ソ
ッ
プ
物
語
の

「
ア
リ
と
セ
ミ
」
も
、
国
が
変
わ

れ
ば
「
ア
リ
と
キ
リ
ギ
リ
ス
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
夏
に
欠
か
せ
な
い
せ
み

時
雨
。
今
年
は
静
か
で
、
各
地
で

も
遅
れ
気
味
と
か
。
こ
の
夏
も
、

今
を
限
り
に
生
き
て
い
る
セ
ミ
、

今
を
限
り
と
鳴
い
て
い
る
セ
ミ
が

い
ま
す
。
そ
れ
は
命
を
受
け
継
ぎ
、

今
の
時
を
生
き
る
セ
ミ
の
務
め
で

も
あ
る
か
の
よ
う
で
す
。

　

地
中
で
の
長
い
期
間
に
比
べ
る

と
、
成
虫
に
な
っ
た
セ
ミ
の
寿
命

は
数
日
か
ら
２
週
間
程
度
と
実
に

は
か
な
い
も
の
で
す
。

　

わ
が
家
の
庭
で
羽
化
し
た
セ
ミ

も
、
も
は
や
寿
命
を
終
え
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
短

い
時
で
あ
っ
て
も
渾こ
ん

身
の
鳴
き
声

で
こ
の
夏
を
精
い
っ
ぱ
い
生
き
抜

き
、
次
の
世
代
へ
と
確
実
に
命
の

バ
ト
ン
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

　

盆
を
過
ぎ
る
こ
ろ
に
は
、
細
る

セ
ミ
の
声
に
替
わ
り
、
秋
の
虫
た

ち
が
命
の
限
り
歌
い
始
め
ま
す
。

　

鈴
を
一
振
り
し
た
よ
う
な
澄
ん

だ
音
色
を
放
つ
ス
ズ
ム
シ
。
最
近

で
は
め
っ
き
り
減
っ
て
き
ま
し
た

が
、
卵
を
ふ
化
さ
せ
て
は
学
校
や

保
育
所
な
ど
に
贈
り
続
け
る
「
ス

ズ
ム
シ
お
じ
さ
ん
」
が
い
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
い
な
い
放
課
後

の
部
屋
に
響
き
わ
た
る
ス
ズ
ム
シ

声
に
、
命
の
尊
さ
を
思
う
８
月
の

こ
ろ
で
す
。

指
宿
市
長
　
豊
留 

悦
男 羽化したセミ

成川浜の荒神碑

もっちり食感

オクラのふわふわ揚げ

オ
ル
レ
に
見
る
新
た
な
観
光
の
カ
タ
チ

　

九
州
新
幹
線
や
「
い
ぶ
た
ま
」

の
効
果
で
好
調
な
指
宿
の
観
光
も
、

今
後
の
少
子
高
齢
社
会
に
伴
う
旅

行
人
口
の
減
少
は
避
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
現
在
の
観
光
客
・
宿
泊
客
数

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
１
人
当

た
り
の
滞
在
日
数
を
増
や
す
こ
と

や
外
国
人
観
光
客
を
誘
致
し
、
旅

行
人
口
を
増
や
す
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。

　

今
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す

る
観
光
素
材
の
１
つ
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
の
が
「
オ
ル
レ
」
で

す
。

　

「
オ
ル
レ
」
と
は
「
家
に
帰
る

細
い
道
」
と
い
う
意
味
で
、
韓
国
・

済チ
ェ

州ジ
ェ

島
で
人
気
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

で
す
。
そ
の
意
味
の
と
お
り
、
畑

道
や
海
岸
な
ど
の
自
然
を
身
近
に

感
じ
な
が
ら
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で

ゆ
っ
く
り
と
コ
ー
ス
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
２
月
末
に
は
、
国
内
第
１

号
の
コ
ー
ス
と
し
て
「
九
州
オ
ル

レ
指
宿
開
聞
コ
ー
ス
」
が
認
定
さ

れ
、
韓
国
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
や
個

人
旅
行
者
を
中
心
に
人
気
を
集
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
オ
ル
レ
」
の
コ
ー
ス
は
、

所
要
時
間
が
５
～
６
時
間
掛
か
る

こ
と
か
ら
、
従
来
の
観
光
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
２
泊
以
上
の
滞

在
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
開
発
型
の

「
造
る
観
光
」
か
ら
、
自
然
共
生

型
の
「
守
り
・
活い

か
す
観
光
」
へ

の
視
点
の
切
り
替
え
も
「
オ
ル
レ
」

を
通
じ
て
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

　

昔
か
ら
あ
る
自
然
や
文
化
そ
の

も
の
の
良
さ
に
、
そ
こ
で
暮
ら
す

人
々
と
の
触
れ
合
い
や
体
験
が
加

わ
れ
ば
、
指
宿
の
魅
力
は
よ
り
ア

ッ
プ
し
ま
す
。「
オ
ル
レ
」
を
地
域

の
宝
と
し
て
、
大
切
に
守
り
育
て

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

観
光
課
観
光
企
画
室
観
光
企
画
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
６
）

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て 
⑮

観
光
シ
リ
ー
ズ

【作り方】
　①　オクラは水洗いし、板ずりした後ヘタを切り落とす。
　②　オクラを、ミキサーですりつぶす（小さくみじん切りでもよい）。
　③　小麦粉、塩、かつお節をすりつぶしたオクラと混ぜる。
　④　水で固さを調整する（スプーンですくって落ちない程度）。
　⑤　中温（170℃）の揚げ油で、軽く焼き色が付く程度に揚げる。

問い合わせ先　農政課食のＰＲ係　☎㉒2111（内線711）

命
の
尊
さ

オルレコースの目印

今月のレシピ紹介者
きらめきべっぴんネットの

千田知子さん

【材料】
オクラ　　　　10～20本
小麦粉　　　　100ｇ
カツオパック　3〜5g
水　　　　　　適量
塩　　　　　　小さじ１
揚げ油　　　　適量

い ま が 旬 レ シ ピ

【４月～10月】
オクラに含まれるβ-カ
ロテンは、抗酸化作用
がありコレステロール
の酸化を防いで動脈硬
化を予防します。

オクラ

今月の食材

（料理のアレンジ）
油で揚げずに、お好み焼
き風にフライパンで焼い
ても、おいしくいただけ
ます。
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ズームアップ いぶすき

　本市と姉妹都市盟約を結んでいるオーストラリア
連邦ロックハンプトン市の学生ら17人が、７月６日
から８日間、市内の中・高生宅でホームスティをし
ました。豪州の生徒らは、茶道や書道、学校生活な
どを通して日本文化を学びました。茶道を体験した
ブルック・オースティンさんは「伝統的な体験がで
きてとても勉強になった。茶を立てるのが少し難し
かったけど、おいしかった」と話しました。

日本の文化「茶道」を体験

豪 州との交流深める
姉妹都市の学生が来指

　６月に鴨池陸上競技場で行われた第29回南日本小
学生陸上競技大会において、ＩＳＣ（いぶすきスポ
ーツコミュニティー）陸上クラブが、各競技部門に
おいて優秀な成績を収めました。中でも、優勝した
女子４×100ｍは、８月に横浜市の日産スタジアムで
行われる全国大会に県代表として出場します。７月
２日、メンバーらは豊留市長を訪れ、大会成績の報
告を行い、全国大会へ向けて意気込みを語りました。

全国大会での活躍を誓う

全 員でつかんだ栄光
ＩＳＣ陸上クラブが全国大会へ

　７月６日、一本松海岸で山川・徳光・利永小の児
童53人が山川町漁業協同組合青年部（川畑友和部長）
と体長約７センチに育ったマダイの稚魚約5,000匹を
放流しました。同部のつくり・育て・管理する漁業
推進の一環として毎年行われています。徳光小３年
の浜田ほのかさん（高尾）は、「マダイは小さくてか
わいかった。大きく成長して、子どもを生んでほし
い」と話しました。

大 きくなって帰ってきてね
錦江湾にマダイの稚魚を放流

波打ち際から稚魚を放流する児童ら

　池堂フヂヱさん（大牟礼西）が７月１日、満100
歳を迎えました。市と市社会福祉協議会は祝い金と
記念品を贈り、長寿を祝いました。池堂さんは現在、
指宿温泉菜の花苑で元気に過ごしています。長寿の
秘けつを尋ねると、「好き嫌いなく、何でもよく食べ
ていたことでしょうか。」（池堂さんの親族）と話し
てくれました。満100歳おめでとうございます。い
つまでも元気に長生きしてください。

い つまでも長生きを
100歳長寿を祝う

池堂フヂヱさん（前列左から３人目）

　ロンドン五輪のサッカー女子日本代表として福元
美穂選手（前原上出身）が選ばれました。福元選手
は2008年の北京五輪に続く２大会連続の選出です。
７月４日、市役所指宿庁舎で、父親の幸雄さんや小・
中学生時代の監督松下一志さん（上出）らを迎え、
懸垂幕設置セレモニーが行われました。幸雄さんは、
「市民の皆さんに応援してもらい、ありがたい。活
躍できるよう応援したい」と話しました。

活 躍に大きな期待
福元美穂選手が五輪代表に

懸垂幕を掲げ活躍を期待する参加者

　６月10日、市民グループ「指宿ムービープロジェ
クト」が制作した映画「指宿風土記～翼を広げて～」
の完成披露試写会が市民会館で行われました。指宿
まるごと博物館構想に基づき制作されたこの映画は、
市内の史跡に伝わる昔話を素材に、指宿の自然の成
り立ちと文化を描いた物語です。この映画のＤＶＤ
を1,000円で販売しています。購入を希望する人は問
い合わせてください。締め切りは８月31日（金）です。

郷 土の歴史、映画に
第５弾ムービーの完成試写会

高校生のもてなしに笑顔の観光客

　７月５日、ＪＲ西大山駅で山川高校生活情報科の
３年生11人が接客の大切さを学び地域に貢献しよう
と、おもてなし学習を行いました。生徒は冷たいお
茶や地元の銘菓などを観光客に振る舞い、指宿の良
さや観光名所をＰＲしました。井上知恵里さん（上
野西）は、「観光客が笑顔になり自分もうれしくなっ
た。将来、観光に携わる仕事に就きたいので勉強に
なった」と話しました。

歓 迎の心を培う
山川高校生がおもてなし学習

真剣な表情の団員たち

　７月１日、山川港水揚げ場で県消防協会指宿支部
消防操法大会が行われ、小型ポンプとポンプ車の部
に、予選を勝ち抜いた９分団12チームが参加しまし
た。指揮者の号令に機敏な動作でホース延長、放水
などの操作を行い、日ごろの訓練の成果を披露しま
した。小型ポンプの部は２回連続で上野分団が、ポ
ンプ車の部は３回連続で成川分団がそれぞれ優勝し、
８月末に日置市で行われる県大会に出場します。

正 確な指示に機敏な操作
消防操法大会が開催

問い合わせ先
　指宿ムービープロジェクト
　下川路　☎090-2589-4749
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　７月７日、国立病院機構指宿病院でサマーコンサ
ートが行われました。今年で６回目を迎える同コン
サートには、指宿高校と指宿商業高校の吹奏楽部が
１年交替で参加しています。今年は指宿商業高校吹
奏楽部が訪れ、「私たちから元気をもらって、今後の
治療やリハビリに頑張ってください」と励まし、ア
ンコールを含む７曲を披露。入院患者や看護士ら約
60人が演奏に聴き入りました。

音楽で楽しい時間を過ごす

響 く音色に元気をもらう
指宿病院でサマーコンサート

　指宿地区安全運転管理協議会（後迫芳周会長）が、
市内の自転車通学の中学生339人に自転車用点滅バ
ルブキャップを贈呈しました。バルブキャップは自
転車のタイヤ空気弁に装着し、タイヤが回転すると
発光します。７月10日、贈呈に豊留市長らを訪れた
後迫会長らは、「登下校時の生徒に車の運転手が一早
く気付くことで、交通事故防止につながればうれし
い」と話しました。

バルブキャップを贈呈する後迫会長（中央左）

事 故の防止に役立てて
自転車安全用品を贈呈

まちの話題

　７月７日、㈳指宿市歯科医師会の主催による第11
回健康フェスティバルが市民会館で開催され、約500
人の市民らが訪れました。会場では、歯科検診や歯
磨き指導コーナーなどが設置され、来場者は歯の健
康について相談や指導を受けながら、自分の歯を保
つことの大切さを感じていました。また、8020運動
達成者や歯の図画ポスターコンクールの表彰式、講
演会も開催されました。

自 分の健康を再確認
健康フェスティバルが開催

健康茶を試飲する参加者

　７月８日、田良浜海岸で魚見小知林ヶ島遠泳大会
が開催され、４～６年生50人が挑戦しました。児童
らは、知林ヶ島から田良浜までの約1.5㎞を「エンヤ
コーラ、ドッコイショ」と掛け声で互いを励まし合
いながら、約１時間かけて泳ぎ切りました。ゴール
の田良浜海岸では、保護者らのボランティアがドリ
ンクや黒砂糖で出迎え、児童らもお互いの頑張りを
共にたたえ合いました。

ふ るさとの海と触れ合う
魚見小が遠泳大会

完泳を喜ぶ児童たち
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8月

2012

2012

星
空
観
察
会
②

夏
の
星
座
と
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星

群
を
見
て
み
よ
う
！

　

夏
の
星
座
や
天
の
川
が
見
や
す

い
季
節
に
な
り
、
市
内
で
も
街
灯

の
少
な
い
所
で
、
き
れ
い
な
星
空

を
観
察
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

で
は
、
夏
の
星
座
探
し
や
、
天
体

望
遠
鏡
を
使
っ
て
土
星
や
１
等
星

の
星
空
観
察
会
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
観
察
会
当
日
は
、
ペ
ル

セ
ウ
ス
座
流
星
群
が
最
大
に
な
る

の
で
、
流
れ
星
が
い
く
つ
流
れ
る

か
数
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

併
わ
せ
て
、
８
月
14
日
早
朝
に
、

金
星
が
月
に
か
く
れ
る
「
金
星
食
」

の
観
察
方
法
も
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
12
日（
日
）19
時
30

分
～
21
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
駐
車
場

■
内
容　

夏
の
星
座
と
ペ
ル
セ
ウ

ス
座
流
星
群
の
観
察

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
参
加
料　

１
人
１
０
０
円
（
保

険
料
と
資
料
代
）

学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

親
子
で
楽
し
も
う
！
「
ロ
ケ
ッ
ト

の
不
思
議
な
お
話
と
モ
デ
ル
ロ
ケ

ッ
ト
の
工
作
・
打
ち
上
げ
体
験
」

　

ロ
ケ
ッ
ト
が
な
ぜ
宇
宙
ま
で
飛

ぶ
の
か
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
不
思
議
に

つ
い
て
、
鹿
児
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

の
職
員
が
楽
し
く
お
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
小
型
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
」

の
工
作
と
本
物
の
火
薬
を
使
っ
て

打
ち
上
げ
体
験
を
行
い
ま
す
。
夏

休
み
の
工
作
課
題
と
し
て
、
親
子

で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

８
月
25
日（
土
）

○
講
演
会　

13
時
30
分
～

○
ロ
ケ
ッ
ト
工
作　

15
時
〜

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

講
演
会

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
参
加
料　

無
料

ロ
ケ
ッ
ト
工
作

■
定
員　

先
着
40
組
の
親
子

■
参
加
料　

１
人
５
０
０
円
（
保

険
料
と
材
料
代
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

催
し

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

は
し
む
れ

情 報 掲 示 板

■内容　17：00　地元芸能披露　　　　　　　　　　　　　　　　19：25　サザン☆クロスショー
　　　　18：00　薩摩剣士隼人ショー　　　　　　　　　　　　　19：45　演歌「安藤えつ子」ショー（西元出身）
　　　　18：35　開聞龍宮太鼓とみこしの共演　　　　　　　　　20：00　長渕剛ものまね「勇次」ショー
　　　　19：00　開会式（うちわデザインコンテスト表彰式）　　20：30　花火大会（雨天順延）

※詳細は、市政事務嘱託員を通じて配布するチラシをご覧ください。
問い合わせ先　観光課観光交流係　☎㉒2111（内線325）

23
30

日時  ８月12日（日）　17：00〜
場所  かいもん山麓ふれあい公園
　　　　（雨天時は開聞総合体育館サブアリーナ）

第44回

 開聞そうめん夏祭り
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情 報 掲 示 板 Information

都
城
歴
史
探
訪
ウ
オ
ー
ク

■
期
日　

８
月
19
日（
日
）

※
雨
天
決
行

■
集
合　

７
時
ま
で
に
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
指
宿
（
バ
ス
で
移
動

し
ま
す
。）

■
終
了
予
定　

18
時

■
距
離　

約
８
㎞

■
参
加
料

○
会　

員　

５
，０
０
０
円

○
非
会
員　

６
，０
０
０
円

※
バ
ス
、
昼
食
代
含
む

■
申
込
締
切
日　

８
月
16
日（
木
）

17
時
ま
で

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先

○
市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

○
指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

☎
㉒
３
２
５
２

■
日
時　

８
月
18
日（
土
）18
時
～

■
場
所　

指
宿
総
合
体
育
館

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
社
会
人

■
登
録
料　

年
間
１
人
５
０
０
円

※
今
年
度
、
未
登
録
者
の
み
必
要

で
す
。

■
ル
ー
ル　

４
人
制

■
申
込
締
切
日　

８
月
13
日（
月
）

17
時
ま
で

申
し
込
み
先

　

指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

　

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

会
長　

新
山
冨
貴
子

　

☎
㉔
４
５
０
１

　

縄
文
の
森
を
つ
く
ろ
う
会
で
は
、

星
座
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。
天

体
望
遠
鏡
を
使
っ
て
火
星
や
土
星
、

月
の
観
察
や
夏
の
星
座
を
解
説
し

ま
す
。
夏
の
夜
の
星
空
を
眺
め
て

思
い
出
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

８
月
25
日（
土
）20
時
15

分
～
21
時
15
分

※
雨
天
時
は
時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

は
し
む
れ
で
、
夏
の
星
座
の
説

明
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
を
行
い
ま
す
。

■
場
所　

橋
牟
礼
川
遺
跡
歴
史
公

園
■
参
加
料　

無
料

■
講
師　

鎌
田
洋
昭
氏
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
学
芸
員
）

■
そ
の
他　

駐
車
は
時
遊
館
Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
の
駐
車
場
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
場
所
は
、

当
会
の
旗
と
竹
と
う
ろ
う
を
目

印
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
後
援　

市
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先

縄
文
の
森
を
つ
く
ろ
う
会

担
当　

今
村
俊
一

☎
㉒
４
２
５
５

　

市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
優
秀

選
手
・
社
会
体
育
功
労
者
等
の
表

彰
を
行
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
審
査
対
象
と
な

る
人
お
よ
び
団
体
を
公
募
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
活
動
優
秀
選
手

■
応
募
資
格　

本
市
在
住
ま
た
は

本
市
出
身
の
中
学
生
以
上
で
、

次
の
成
績
を
収
め
た
人
お
よ
び

団
体

○
国
際
大
会
に
出
場

○
国
民
体
育
大
会
・
全
国
高
校
総

体
・
全
国
中
学
体
育
大
会
で
６

位
以
内
に
入
賞

○
九
州
国
体
・
全
九
州
高
校
体
育

大
会
・
九
州
中
学
体
育
大
会
で

３
位
以
内
に
入
賞

○
県
民
体
育
大
会
・
県
高
校
総
体
・

県
中
学
総
体
で
優
勝　

○
そ
の
他
、
前
述
の
大
会
に
準
ず

る
大
会
で
入
賞
（
全
国
大
会
３

位
以
内
、
九
州
大
会
２
位
以
内
、

県
大
会
優
勝
）

■
応
募
方
法　

本
人
ま
た
は
第
三

者
が
推
薦
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
推
薦
書
は
、
指
宿
総
合

体
育
館
、
開
聞
総
合
体
育
館
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

社
会
体
育
功
労
者
・
団
体

　

市
体
育
協
会
加
盟
団
体
に
推
薦

書
を
送
付
し
ま
す
。

■
応
募
締
切
日　

８
月
24
日（
金
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係

☎
㉗
０
２
０
３

島
津
家

発
祥
の
地
を
訪
ね
て

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

星
空
観
察
会

ス
ポ
ー
ツ
活
動

優
秀
選
手

募
集

　

小
田
墓
地
公
苑
で
は
、
お
盆
の

混
雑
を
避
け
る
た
め
、
交
通
規
制

を
行
い
ま
す
。
案
内
看
板
の
指
示

に
従
っ
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
臨
時
駐
車
場
も
あ
り
ま

す
の
で
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
公
苑
内
や
臨
時
駐
車
場

内
で
の
事
故
な
ど
に
つ
い
て
、
市

で
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

■
規
制
期
間

　

８
月
13
日（
月
）～
15
日（
水
）

使
用
者
の
変
更
手
続
き

　

小
田
墓
地
公
苑
を
使
用
し
て
い

る
人
で
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
変

更
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
墓
地
を
使
用
し
て
い
る
人
が
亡

く
な
っ
た
と
き

○
墓
地
を
他
の
親
族
に
譲
る
と
き

○
墓
を
建
て
直
す
と
き

○
墓
が
不
要
に
な
っ
た
と
き

○
遺
骨
を
納
骨
堂
な
ど
に
移
す
と

き
※
小
田
墓
地
公
苑
以
外
の
墓
地
や

納
骨
堂
を
使
用
し
て
い
る
人
に

つ
い
て
も
、
遺
骨
を
移
す
と
き

は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

※
市
内
に
住
所
を
有
す
る
成
年
者

で
、
独
立
の
生
計
を
営
み
、
奨

学
資
金
の
返
還
能
力
が
あ
る
連

帯
保
証
人
２
人
が
必
要
（
保
護

者
は
不
可
）

○
奨
学
生
推
薦
書
（
卒
業
し
た
高

等
学
校
長
）

○
在
学
証
明
書
（
大
学
な
ど
の
学

部
長
、
学
校
長
）

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課
教
育
総
務
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
４
１
２
）

「
お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
検
診
」
を

受
け
て
、
元
気
で
生
き
生
き

　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
昨
年
度
に
75
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
た
人
を
対
象
に
、
口
腔
検

診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
検
診
期
間　

12
月
31
日（
月
）ま

　

で

　

市
で
は
、
平
成
24
年
度
の
大
重
・

岩
崎
奨
学
資
金
の
貸
し
付
け
（
償

還
が
必
要
）
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
２
次
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
奨
学
生
の
資
格

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

①
３
年
以
上
本
市
に
住
ん
で
い
る

人
の
子
弟

②
修
学
年
限
４
年
以
上
の
大
学
に

在
学
し
て
い
る
人

た
だ
し
、
大
重
奨
学
資
金
に
つ

い
て
は
、
水
産
大
学
校
、
職
業

能
力
開
発
大
学
校
、
短
期
大
学
、

看
護
師
学
校
・
養
成
所
、
３
年

制
の
専
門
学
校
、
４
年
制
以
上

の
高
等
専
門
学
校
に
在
学
し
て

い
る
人
も
対
象

③
学
費
の
支
払
い
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
人

④
学
業
、
素
行
が
優
秀
で
身
体
が

丈
夫
な
人

■
貸
付
額
（
月
額
）　

３
万
円

■
貸
付
開
始　

11
月
下
旬
～
12
月

上
旬
（
４
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ

り
貸
し
付
け
）

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
貸
付
期
間　

正
規
在
学
期
間

■
申
込
締
切
日　

10
月
12
日（
金
）

■
提
出
書
類

○
奨
学
資
金
申
込
書
（
本
人
）

■
対
象
者　

県
内
に
居
住
し
、
広

域
連
合
か
ら
受
診
券
な
ど
の
必

要
書
類
を
受
領
し
て
い
る
、
昭

和
11
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和
12

年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
人

■
実
施
医
療
機
関　

最
寄
り
の
歯

科
医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
市
内
す
べ
て
の
歯

科
医
療
機
関
で
予
約
を
受
け
付

け
ま
す
。

■
検
診
方
法　

広
域
連
合
が
対
象

者
に
送
付
す
る
「
受
診
券
」
を

受
け
取
り
、
直
接
実
施
歯
科
医

療
機
関
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
検
診
料　

無
料

■
検
診
内
容

①
問
診　

歯
周
疾
患
に
関
す
る
自

覚
症
状
等
の
有
無
の
聞
き
取
り

を
し
ま
す
。

②
口
腔
内
外
診
査　

歯
や
歯
周
組

織
等
口
腔
内
の
状
況
、
義
歯
の

適
合
の
状
況
に
つ
い
て
検
査
し

ま
す
。

③
口
腔
機
能
診
査　

ほ
お
の
膨
ら

ま
し
検
査
、
反
復
唾だ

液
テ
ス
ト

　
（
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｔ
）、咀そ

し
ゃ
く嚼
力
検
査
（
お

食
事
マ
ッ
プ
）
等
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
務
局

☎
０
９
９-

２
０
６-

１
３
９
８

■日時　８月12日（日）
○開場13：30　○開演14：00 
■場所　市民会館　　■入場料　無料
■演奏曲目　行進曲「希望の空」、上を向い

て歩こう、祝典序曲「祈りは時の流れに
輝く」ほか

問い合わせ先
　北指宿中学校　☎㉕3431

北指宿中吹奏楽部
大
重
・
岩
崎
奨
学
資
金

後
期
高
齢
者
の

口
腔く

う

検
診

小
田
墓
地
公
苑

お
盆
の
交
通
規
制

お
知
ら
せ

P P

P

P

P

P

時遊館ＣＯＣＣＯはしむれ

タイヤショップまさる

公園 指　宿
図書館

至鹿児島
国道226号

至山川

片
野
田
建
設

南
九
州
酒
販

浄
敬
会
館

もゆき

千
手
観
音

小
田
墓
地
公
苑

…… 進入禁止

…… 駐車禁止

…… 一方通行

…… 駐 車 場

A

D

C

BB

お盆の交通規制・臨時駐車場
臨時駐車場　（17時から使用可）
Ａ　浄敬会館（会館使用時は除く）
Ｂ　時遊館COCCOはしむれ
Ｃ　駅西１号公園前空地
Ｄ　指宿図書館

２
次
募
集
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情 報 掲 示 板 Information

■
申
請
に
必
要
な
も
の

○
保
険
証

○
印
鑑
（
認
印
可
）

■
認
定
証
の
年
次
更
新

　

す
で
に
認
定
証
を
持
っ
て
い
る

人
も
、
毎
年
８
月
に
更
新
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
更
新
は
、
８
月

１
日（
水
）か
ら
行
え
ま
す
。

　

た
だ
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
加

入
者
で
現
在
認
定
証
を
持
ち
、
平

成
24
年
度
も
非
課
税
世
帯
の
人
は
、

保
険
証
の
更
新
と
併
せ
て
交
付
し

ま
す
の
で
、
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

■
入
院
時
の
食
事
代

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、

認
定
証
を
提
示
す
る
と
、
食
事
代

も
併
せ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
低
所
得
Ⅱ
に
該
当
す
る

人
は
、
過
去
12
カ
月
間
の
入
院
日

数
が
90
日
を
超
え
る
場
合
、
さ
ら

に
食
事
代
の
減
額
が
で
き
ま
す
の

で
再
度
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
入

院
日
数
が
分
か
る
領
収
書
な
ど
が

必
要
で
す
）。

※
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

は
、
勤
め
先
の
担
当
窓
口
等
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
４
）

　
70
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
（
国

保
）
加
入
者
は
、「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
等
を
提
示
す
る
と
、
病
院

で
の
窓
口
負
担
（
一
部
負
担
金
）

が
所
得
区
分
応
じ
た
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
軽
減
さ
れ
ま
す
。
限
度

額
適
用
認
定
証
等
は
、
事
前
に
国

保
窓
口
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
る
場
合
、
認
定
証
を
発
行
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
70
歳
以
上
の
国
保
加
入

者
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
加
入

者
は
、
保
険
証
を
提
示
す
る
だ
け

で
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
低
所
得
Ⅱ
・
Ⅰ
に
該

当
す
る
人
は
、「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
交
付

を
受
け
、
医
療
機
関
の
窓
口
に
提

示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
が
安
全
で
平
穏

な
生
活
の
確
保
を
図
る
た
め
、
暴

力
団
排
除
に
関
す
る
具
体
的
施
策

を
定
め
た
「
指
宿
市
暴
力
団
排
除

条
例
」
の
策
定
案
を
ま
と
め
ま
し

た
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度

に
基
づ
き
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
意
見
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
公
表
の
場
所　

○
危
機
管
理
室
安
全
安
心
対
策
係

○
山
川
・
開
聞
支
所
地
域
振
興
課

　

総
務
係

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp

■
意
見
の
募
集
期
限

　

８
月
18
日（
土
）ま
で（
必
着
）

■
意
見
等
の
提
出
方
法

所
定
の
様
式
に
よ
り
、
次
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

所
定
の
様
式
は
、
公
表
の
場
所

お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

あ
り
ま
す
。

○
郵
送

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
危
機
管
理
室
安
全
安
心

対
策
係

○
FAX
㉔
３
８
２
６

　
　

kikikanri@
city.ibusuki.　

 

　

lg.jp 

○
直
接
持
参

危
機
管
理
室
安
全
安
心
対
策
係

ま
た
は
山
川
・
開
聞
支
所
地
域

振
興
課
総
務
係

※
電
話
に
よ
る
受
け
付
け
は
行
い

　

ま
せ
ん
。

■
意
見
の
取
り
扱
い

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は

　

「
指
宿
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

　

ン
ト
制
度
実
施
要
綱
」
に
基
づ

　

い
て
取
り
扱
い
、
条
例
制
定
の

　

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意

　

見
に
対
す
る
回
答
は
、
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

危
機
管
理
室
安
全
安
心
対
策
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
５
１
）

病
院
で
窓
口
負
担
を
軽
減

【
限
度
額
適
用
認
定
証
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
】

指
宿
市
暴
力
団
排
除
条
例
の
策
定
案

原
案
に
ご
意
見
を

70歳未満の国保加入者の自己負担限度額
所得区分 自己負担限度額 ４回目以降 ※２

Ａ 上位所得者※１
150,000円＋（医療費の総額－500,000円）×１％
（ただし、医療費が500,000円未満の場合は
150,000円）

83,400円

Ｂ　一般
（Ａ・Ｃ以外）

80,100円＋（医療費の総額－267,000円）×１％
（ただし、医療費が267,000円未満の場合は
80,100円）

44,400円

Ｃ 住民税非課税者 35,400円 24,600円

70歳以上の国保加入者および後期高齢者医療加入者の自己負担限度額

所得区分
自己負担限度額（月額）

外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み所得者
（自己負担が３割の人）

80,100円＋（医療費の総額－267,000
円）×１％
（ただし、医療費が267,000円未満の
場合は80,100円）

（44,400円　※２）

44,400円

一般（課税世帯） 12,000円 44,000円

住
民
税
非
課
税
者

低所得Ⅱ
（世帯主・世帯全体が住
民税非課税）

8,000円

24,600円

低所得Ⅰ
（非課税世帯で所得から必
要経費・控除を差し引くと
所得が0円になる世帯）

15,000円

※１　基礎控除後の総所得金額が600万円を超える世帯
※２　過去12カ月間に、１つの世帯で高額医療費の支給が４回以上あった場合の限度額

　

父
ま
た
は
母
の
い
な
い
家
庭
や
、

父
ま
た
は
母
が
一
定
程
度
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
家
庭
の
児
童
の
健

や
か
な
成
長
を
図
る
た
め
の
制
度

で
す
。

支
給
対
象
者

児
童
の
父
ま
た
は
母
も
し
く
は

養
育
者

支
給
要
件

　

児
童
が
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合

に
該
当
し
ま
す
。

○
父
母
が
離
婚
し
て
い
る
。

○
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
て
い
る
。

○
父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障
害
の

状
態
に
あ
る
。

○
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
不
明
で

あ
る
。

○
父
ま
た
は
母
に
１
年
以
上
遺
棄

さ
れ
て
い
る
。

○
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
。

○
母
が
未
婚
の
ま
ま
懐
胎
。

資
格
制
限

　

次
の
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

○
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
。

○
公
的
年
金
や
遺
族
補
償
を
受
け

ら
れ
る
。

○
父
ま
た
は
母
が
婚
姻
し
て
い
る
。

ま
た
は
事
実
上
の
婚
姻
状
態
に

あ
る
。

○
児
童
が
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い

る
、
ま
た
は
児
童
福
祉
施
設
等

に
入
所
し
て
い
る
。

○
平
成
10
年
４
月
１
日
以
前
に
支

給
事
由
が
発
生
し
て
い
る
。

支
給
制
限

　

申
請
者
の
所
得
に
応
じ
て
、
手

当
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
支
給
停

止
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
父
や
母
、
養
育
者
、
同

居
し
て
い
る
扶
養
義
務
者
の
所
得

が
限
度
額
を
超
え
て
い
る
場
合
は
、

支
給
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

支
給
期
間

　

児
童
が
18
歳
に
達
す
る
年
度
の

３
月
31
日
ま
で

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

○
地
域
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
３
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
㉞
１
１
１
４
（
内
線
１
１
８
）

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

　

心
身
に
障
害
の
あ
る
児
童
の
健

や
か
な
成
長
を
図
る
た
め
の
制
度

で
す
。

支
給
対
象
者

　

児
童
を
監
護
す
る
父
ま
た
は
母

も
し
く
は
養
育
者

支
給
要
件

　

児
童
の
身
体
ま
た
は
精
神
の
障

害
が
中
度
以
上
で
あ
る
こ
と
。

資
格
制
限

　

次
の
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

○
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
。

○
児
童
が
障
害
を
事
由
と
す
る
公

的
年
金
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
。

○
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
等
に
入

所
し
て
い
る
。

支
給
制
限

　

申
請
者
（
本
人
）
ま
た
は
配
偶

者
も
し
く
は
扶
養
義
務
者
の
所
得

が
限
度
額
を
超
え
て
い
る
場
合
は
、

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

支
給
期
間

　

児
童
が
20
歳
に
達
す
る
月
ま
で

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

○
地
域
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
５
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
㉞
１
１
１
４
（
内
線
１
１
８
）

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
３
４
）

　

財
団
法
人
日
本
遺
族
会
で
は
、

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

　

先
の
大
戦
で
親
等
を
亡
く
し
た

戦
没
者
遺
児
を
対
象
に
、
親
等
が

戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
慰
霊
追

悼
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
住
民

と
の
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
出
発
日

等
は
、
訪
問
先
ご
と
に
時
期
が
異

な
り
ま
す
。

■
対
象
者　

慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦

域
で
死
亡
さ
れ
た
戦
没
者
の
遺

児
■
訪
問
地　

中
華
人
民
共
和
国
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
な
ど
旧
主
要
戦
域

■
申
込
方
法　

申
込
書
（
鹿
児
島

県
遺
族
会
が
配
付
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
い
日
程
、
場
所
、
費
用
等

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
遺
族
会

　

☎
０
９
９-

８
１
２-

８
２
９
２

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

健
や
か
な
成
長
を
応
援
し
ま
す

戦
没
者
遺
児
の

慰
霊
友
好
親
善
事
業

【
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
】
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人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　

情 報 掲 示 板 Information

　

終
戦
後
、
今
年
で
67
回
目
の
夏

を
迎
え
ま
す
。
本
市
は
、
非
核
三

原
則
の
堅
持
と
核
兵
器
の
不
使
用
、

廃
絶
、
そ
し
て
再
び
戦
争
を
起
こ

さ
な
い
た
め
に
、
平
成
18
年
９
月

４
日
に
、
核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平

和
都
市
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
６
日
は
広
島
平
和

記
念
日
、
８
月
９
日
は
長
崎
原
爆

の
日
、
８
月
15
日
は
終
戦
記
念
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。
原
爆
死
亡
者

や
戦
没
者
の
冥
福
と
世
界
恒
久
平

和
の
た
め
、
次
の
日
時
に
１
分
間

の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
黙
と
う
の
日
時

○
広
島
平
和
記
念
日

　

８
月
６
日（
月
）８
時
15
分

○
長
崎
原
爆
の
日

　

８
月
９
日（
木
）11
時
２
分

○
終
戦
記
念
日

　

８
月
15
日（
水
）正
午

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
係

　

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
１
１
２
）

　

世
界
恒
久
平
和
実
現
の
た
め
に
、

核
兵
器
を
廃
絶
す
る
こ
と
は
、
人

類
共
通
の
願
望
で
あ
り
、
こ
の
地

球
を
平
和
で
美
し
い
も
の
と
し
て
、

未
来
に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
切
な
る

願
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
地

球
上
に
は
大
量
の
核
兵
器
が
蓄
積

さ
れ
て
お
り
、
今
な
お
、
そ
の
脅

威
か
ら
解
放
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

わ
が
国
は
、
世
界
で
唯
一
の
被

爆
国
と
し
て
、
平
和
を
愛
す
る
す

べ
て
の
国
の
人
々
と
共
に
、
人
類

の
安
全
と
生
存
の
た
め
不
断
の
努

力
を
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
指
宿
市
民
は
、
恵
ま
れ

た
自
然
環
境
を
大
切
に
守
り
、
幸

せ
な
市
民
生
活
を
子
々
孫
々
に
受

け
継
ぐ
た
め
に
、
日
本
国
憲
法
が

掲
げ
る
平
和
の
理
念
に
基
づ
き
、

非
核
三
原
則
が
平
和
を
愛
す
る
す

べ
て
の
国
の
原
則
と
な
る
こ
と
を

希
望
し
、「
核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平

和
都
市
」
で
あ
る
こ
と
を
こ
こ
に

宣
言
し
ま
す
。

核
兵
器
廃
絶
と

恒
久
平
和
都
市
宣
言

核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
を
願
う

　スポーツ基本法の施行に伴い、指宿市体育指導
委員の名称がスポーツ推進委員に変わりました。
スポーツ推進委員は、本市のスポーツ推進のため、
スポーツの実技指導や、その他の指導・助言を行
うことを目的に、市民の中から選ばれ、市の教育
委員会から委嘱された人たちです。任期は２年で、
各地区に１～３人、総勢30人が活動しています。

●各種団体や地区と連携を取り、スポーツ事業に協力しその
振興を図る
●地域のスポーツ振興のため、市民に対しスポーツに関する
情報を提供する
●軽スポーツに関する指導・助言を行う
●積極的に研修会に参加し、自己研鑽

さん

に努め、活動に活
い

かす

スポーツ推進委員の役割

私のまちの

各地区のスポーツ推進委員
指宿地域 氏　　名 山川地域 氏　　名 開聞地域 氏　　名

指宿校区 臼山　正志 町区 馬場　幸男 十町区 吉永　博人
木村　千里 福元区 内薗　清則 小濵　信二

魚見校区 川畑　文和 成川･鰻区 東　　勝義 仙田区 吉利　浩幸
竹下さおり 小川区 山下　秀一 今福　洋子

柳田校区
尾辻　道男 大山区 内薗　光弘 上野区 有村　昭徳
新山冨貴子 吉村　美幸 川尻区 竹畑　光輝
下川床洋子 岡児ヶ水区 坂本　憲一 今村　智鶴

丹波校区 鶴田　末博 浜児ヶ水区 中村　茂男
迫　　和代 利永･尾下区 松山　幸生

今和泉校区 池本　　弘 八重嶽美喜子
松下　友子

池田校区 後田　一憲
藏園　幾史

問い合わせ先
　市民スポーツ課スポーツ振興係
　☎㉗0203

　

市
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
利
用
は
、

指
宿
地
域
に
住
む
人
が
対
象
で
す
。

　

ま
た
、
頴
娃
ご
み
処
理
施
設
の

利
用
は
、
山
川
・
開
聞
地
域
に
住

む
人
が
対
象
で
す
。

■
両
施
設
の
受
付
時
間

　

月
～
土
曜
日　

８
時
30
分
～
16

時
30
分

■
両
施
設
へ
搬
入
す
る
際
の
車
両

１
台
分
の
搬
入
手
数
料
（
消
費

税
込
み
）

○
２
５
０
㎏
以
下
の
も
の

　

５
０
０
円

○
２
５
０
㎏
を
超
え
５
０
０
㎏
以

下
の
も
の

　

１
，０
０
０
円

○
５
０
０
㎏
を
超
え
る
も
の

　

１
，０
０
０
円
に
、
５
０
０
㎏
増

す
ご
と
に
１
，０
０
０
円
を
加
算

し
た
額

※
５
０
０
㎏
増
す
ご
と
の
５
０
０

㎏
に
満
た
な
い
も
の
は
、
５
０

　

０
㎏
と
み
な
す
。

■
ご
み
搬
入
の
際
の
注
意
事
項

○
燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご
み
、

資
源
ご
み
に
分
別
後
、
各
指
定

袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
キ
ャ
ッ
プ

と
ラ
ベ
ル
を
は
が
し
て
資
源
ご

み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
（
キ

ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
は
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
資
源
ご
み
と
一
緒
に

出
し
て
く
だ
さ
い
）。

○
生
ご
み
な
ど
水
分
の
多
い
も
の

は
、
水
気
を
よ
く
切
っ
て
ご
み

の
減
量
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

○
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
カ
セ
ッ
ト
テ

ー
プ
等
の
資
源
ご
み
に
な
ら
な

い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、
燃
え

る
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
粗
大
ご
み
等
の
指
定
袋
に
入
ら

な
い
も
の
は
、
な
る
べ
く
解
体

し
、
種
類
ご
と
に
分
別
し
て
か

ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
粗
大
ご
み
以
外
で
、
指
定
袋
に

入
れ
て
い
な
い
ご
み
（
黒
袋
、

紙
袋
、
ス
ー
パ
ー
の
袋
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
箱
な
ど
、
中
身
の
見
え

な
い
も
の
）
や
、
分
別
し
て
い

な
い
ご
み
は
出
せ
ま
せ
ん
。

○
油
類
、
農
薬
、
農
機
具
、
農
業

用
廃
ビ
ニ
ー
ル
、
農
業
用
土
壌

消
毒
剤
缶
、
消
火
器
、
タ
イ
ヤ
、

バ
ッ
テ
リ
ー
、
バ
イ
ク
、
車
の

部
品
、
そ
の
他
に
も
有
害
性
・

危
険
性
の
あ
る
も
の
は
出
せ
ま

せ
ん
。

○
ス
プ
レ
ー
缶
は
、
爆
発
の
危
険

性
が
あ
る
の
で
、
穴
を
開
け
て
、

中
身
を
完
全
に
抜
い
て
か
ら
出

し
て
く
だ
さ
い
。

○
草
木
に
つ
い
て
は
、
ご
み
量
が

多
い
た
め
家
庭
か
ら
出
る
も
の

し
か
受
け
入
れ
で
き
ま
せ
ん
（
事

業
所
、
農
業
、
事
業
活
動
に
伴

う
草
木
は
出
せ
ま
せ
ん
）。

　

な
お
、
家
庭
の
草
木
で
あ
っ
て

も
大
量
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。
搬
入
の
際
は
、
土
砂
を

取
り
除
き
、
木
は
直
径
が
10
㎝

以
内
、
長
さ
は
１
ｍ
以
内
に
切

り
、
十
分
に
乾
燥
さ
せ
て
か
ら

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
産
業
廃
棄
物
（
事
業
活
動
に
伴

っ
て
生
じ
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

建
設
廃
材
、
汚
泥
、
木
く
ず
、

動
植
物
性
残
さ
な
ど
）
の
受
け

入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
（
エ

ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
・
冷

凍
庫
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機
）

は
、
家
電
小
売
店
に
引
き
取
り

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

○
パ
ソ
コ
ン
は
製
造
等
事
業
者
へ
、

プ
リ
ン
タ
ー
の
ト
ナ
ー
は
販
売

業
者
へ
引
き
取
り
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

※
注
意
事
項
が
守
ら
れ
て
い
な
い

搬
入
の
場
合
に
は
、
持
ち
帰
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
生
ご
み
・
草
木
等
の
堆た

い

肥
化
、

減
量
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
市
清
掃
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉒
３
５
５
９

○
頴
娃
ご
み
処
理
施
設

　

☎
㊱
１
３
５
８

ご
み
焼
却
施
設
へ
の

ご
み
の
搬
入

80

人
権
同
和
問
題

　
　
　
　

啓
発
強
調
月
間

　

県
で
は
、
８
月
を
「
人
権
同
和

問
題
啓
発
強
調
月
間
」
と
定
め
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
の
啓
発
放
送
、

新
聞
広
告
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

社
会
に
は
、
同
和
問
題
、
子
ど

も
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
、
女
性
、

障
害
者
等
に
関
す
る
人
権
問
題
が
、

依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
い
、

原
発
事
故
の
あ
っ
た
福
島
県
か
ら

の
避
難
者
が
差
別
さ
れ
る
事
案
の

報
道
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
人
権
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
お

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
偏
見
や

差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
に
向
け

て
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
人
権

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
月
の
特
設
人
権
相
談
所

日
時　

８
月
９
日（
木
）

　
　
　

10
時
～
15
時

場
所　

開
聞
支
所
２
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
戸
籍
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

　市視覚障害者協会では、無料マッ
サージを実施します。気軽にお越し
ください。
■日時　８月30日（木）10：00～15：00
※受付14時30分まで
■場所　指宿老人福祉センタ ー
■その他　タオルと枕を持参してく

ださい。
問い合わせ先
　指宿市視覚障害者協会
　会長　中村祐子　☎㉒5938

無料マッサージ
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月
下
旬
に
あ
っ
た
フ
ラ
フ

　
　
　

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
初
め
て

参
加
し
ま
し
た
。
フ
ラ
の
魅
力
に

ど
っ
ぷ
り
と
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

朝
フ
ラ
へ
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
45
歳
・
マ
ー
ル
）

　
　
　

ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
多

　
　
　

く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
朝
フ
ラ
も
徐
々
に
参
加
者
が

増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
　
　

内
を
走
る
観
光
バ
ス
が
あ

　
　
　

り
ま
す
か
。

（
63
歳
・
い
い
か
げ
ん
こ
ち
ゃ
ん
）

　
　
　

宿
駅
を
起
点
に
、
長
崎
鼻

　
　
　

パ
ー
キ
ン
グ
ガ
ー
デ
ン
や

山
川
砂
む
し
保
養
施
設
な
ど
を
ま

わ
る
「
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
Ｉ
Ｂ
Ｕ

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
号
」
が
あ
り
ま
す
。
要

予
約
な
の
で
、
利
用
す
る
場
合
は
、

指
宿
駅
構
内
観
光
案
内
所
（
☎
㉒

４
１
１
４
）
へ
問
い
合
せ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
鹿
児
島
中
央
駅
か

ら
指
宿
、
知
覧
方
面
を
ま
わ
る
「
ゆ

う
ら
ん
バ
ス
」
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　

日
の
台
風
４
号
と
連
日
の

　
　
　

大
雨
の
影
響
で
、
近
く
の

神
社
の
斜
面
が
崩
れ
ま
し
た
。
後

日
、
地
区
の
防
犯
組
織
と
消
防
団

が
一
緒
な
っ
て
、
今
後
の
雨
で
斜

面
が
崩
れ
な
い
よ
う
応
急
処
置
を

行
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
住
ん

で
い
る
地
域
を
み
ん
な
の
力
で
守

る
活
動
に
、
心
か
ら
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　

（
57
歳
・
男
性
）

　
　
　

域
の
絆き

ず
なの
強
さ
を
改
め
て

　
　
　

感
じ
ま
す
ね
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

書
館
を
よ
く
利
用
し
て
い

　
　
　

ま
す
が
、
以
前
１
台
し
か

な
か
っ
た
ベ
ビ
ー
カ
ー
ト
が
最
近

４
台
ほ
ど
に
増
え
て
よ
か
っ
た
で

す
。
新
し
く
お
む
つ
替
え
シ
ー
ト

ま
で
設
置
し
て
あ
り
、
助
か
り
ま

す
。
じ
っ
く
り
い
い
本
を
見
つ
け

た
い
で
す
。

　
　
　
　

（
28
歳
・
た
ん
さ
ん
）

　
　
　

ど
も
連
れ
で
も
図
書
館
を

　
　
　

利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、

４
月
か
ら
指
宿
図
書
館
の
ト
イ
レ

に
子
ど
も
用
の
い
す
な
ど
の
設
備

を
増
や
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
い

い
本
が
見
つ
か
る
と
い
い
で
す
ね
。

　
　
　

報
い
ぶ
す
き
６
月
号
の
特

　
　
　

集
で
「
危
な
い
国
保
財
政
」

を
読
ん
だ
感
想
で
す
。
市
の
１
人

当
た
り
の
医
療
費
は
約
38
万
円
と
、

こ
の
数
字
が
高
い
の
か
私
に
は
判

断
で
き
ま
せ
ん
が
、
私
自
身
高
齢

者
と
な
り
、
内
科
や
眼
科
の
受
診
、

ひ
ざ
関
節
の
手
術
な
ど
、
多
額
の

国
保
を
使
い
、
改
め
て
後
ろ
め
た

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
同
時
に
た

く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る

事
実
を
実
感
し
、
自
己
の
健
康
管

理
に
努
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

国
保
税
は
み
ん
な
で
支
え
て
い
く

大
事
な
も
の
で
す
。
健
康
維
持
の

た
め
に
必
要
な
経
費
だ
と
認
識
し

て
、
納
め
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
74
歳
・
女
性
）

　
　
　

保
の
財
政
は
非
常
に
厳
し

　
　
　

い
状
態
で
す
。
皆
さ
ん
が

健
康
な
体
を
維
持
す
る
こ
と
で
医

療
費
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
Ｓ
Ｗ
Ｃ
構
想

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

（
本
紙
６
ペ
ー
ジ
参
照
）。一
人
ひ

と
り
が
健
康
に
つ
い
て
感
心
を
も

ち
、
安
心
し
て
豊
か
な
生
活
が
で

き
る
「
健け
ん
こ
う幸
」
の
ま
ち
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

近
、
山
川
方
面
ま
で
の
通

　
　
　

勤
途
中
で
大
型
観
光
バ
ス

と
よ
く
会
い
ま
す
。
う
れ
し
い
で

す
。
い
ぶ
た
ま
に
手
を
振
る
企
画

は
と
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
旅

行
も
よ
く
す
る
の
で
、
他
県
の
取

り
組
み
よ
り
秀
で
て
い
る
こ
と
も

分
か
り
ま
す
。

　
　
　
　

（
59
歳
・
ア
ロ
ッ
ク
）

　
　
　

内
で
多
く
の
観
光
バ
ス
を

　
　
　

見
掛
け
る
と
本
市
が
観
光

地
だ
と
実
感
し
ま
す
。
市
職
員
が

昼
休
み
を
利
用
し
て
い
ぶ
た
ま
に

旗
を
振
っ
て
い
る
場
所
で
は
、
今
、

電
車
か
ら
花
文
字
が
見
ご
ろ
に
な

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

５

子広

先図 地

国

最市

華麗なダンスを披露する朝フラ参加者

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見を掲載し
ています。

寄ってらっしゃい

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋

◎
指
宿
図
書
館 

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館 

☎
㉟
3
3
0
0

◎
本
の
ひ
ろ
ば

【内容】
「アイスクリーム」、
「ソルベ」、「パルフェ」
などの冷たいデザート
のレシピを写真ととも
に紹介しています。他
にも、野菜と組み合わ
せた冷たいデザートや、
パフェレシピなども掲
載。

【内容】
　表紙いっぱいの悪そ
うだけど元気な男の子。
部屋を散らかしたり、
食べ物をこぼしたりも
する。でも、片付けだ
ってできるんです。「悪
いことがしたい！」は
「楽しいことがしたい
！」ってことなんだね。

８月の図書館カレンダー

アイスクリーム
基本とバリエーション
柴田書店（編）
柴田書店

図書館からのお知らせ
夏休みの宿題に役立つ本を展示中
　指宿・山川図書館では、夏休み期間中、宿題に役立
つ自由研究の本や読書感想文、読書感想画の課題図書
の他、植物採集や貝殻採集に役立つ本を展示していま
す。ご利用ください。
七夕飾り付けを実施
　指宿・山川図書館では、８月７日（火）に「七夕飾り
付け」を行います。
■指宿図書館
　時間　11：15～11：45　　内容　七夕飾り付け
■山川図書館
　時間　10：30～12：00
　内容　七夕飾り作り・飾り付け
※事前の申し込みは不要です。当日、お越しください。
第２回図書館講座
■日時　８月18日（土）
　14：00～15：30（受付13：30～）
■場所　山川図書館２階学習室
■内容　「おもしろ絵本～ふしぎなたいこ～」
■講師　山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん
■対象　一般・児童
■定員　50人
■持ってくる物　はさみ・色鉛筆
※事前の申し込みが必要です。電話（35-3300）か窓

口で申し込んでください。

今 月 の お す す め

ホームページ　http://www.minc.ne.jp/ibusukilib/　

わるいことがしたい！
沢木耕太郎（作）
ミスミヨシコ（絵）
講談社

一般図書（山川図書館） 児童図書（指宿図書館）

日

行　

事　

な　

ど

1
�

2
木
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙

3
金

4
土
池
田
湖
水
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
う
ろ
う
の
夕
べ（
～
19
日
）

粗
大
ご
み
収
集（
丹
波
校
区
）

5
日
指
宿
商
業
高
校
同
窓
会
総
会

6
月

7
火
ア
ロ
ハ
献
血（
～
９
日
）

8
�

9
木

10
金

11
土
中
高
生
ふ
る
さ
と
の
集
い

粗
大
ご
み
収
集（
指
宿
校
区
）

12
日
開
聞
そ
う
め
ん
夏
祭
り

星
空
観
察
会

北
指
宿
中
学
校
定
期
演
奏
会

13
月

14
火

15
�

16
木

17
金

18
土
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

粗
大
ご
み
収
集（
魚
見・今
和
泉
校
区
）

19
日
都
城
歴
史
探
訪
ウ
オ
ー
ク

20
月

21
火

22
�

23
木

24
金

25
土
粗
大
ご
み
収
集（
柳
田・池
田
校
区
）

星
空
観
察
会・学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

26
日

27
月

28
火

29
�

30
木
無
料
マッ
サ
ー
ジ

31
金

８
月
の
広
報
ご
よ
み

…休館日
…えほんのひろば(指宿図書館)	 10：30～11：15
　演じ手：槌橋保育園の先生方
…七夕飾り付け（指宿図書館）	 11：15～11：45
　七夕飾り作り・飾り付け（山川図書館）	10：30～12：00
…ボランティアおはなし会（山川図書館）	14：00～14：30
　演じ手：図書館職員
…ふれあい映画会（山川図書館）	 14：30～15：10
…第2回図書館講座（山川図書館）	 14：00～15：30
　講師：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん
…おはなしのとびら（指宿図書館）	 10：30～11：30
　演じ手：山川幼稚園の先生方
…ビデオアニメ館（指宿図書館）	 14：00～15：00
…おはなしの時間（開聞農村環境改善センター図書室）	11：00～12：00
　演じ手：おはなし会「バンビ」の皆さん
…よるのおはなし会・星空観察会（指宿図書館）19：30～21：00
　演じ手・講師：図書館職員・時遊館COCCOはしむれ学芸員
※おはなし会終了後、星空観察会を行います。

月曜
火曜

11日

24日

18日

19日

19日

11日

21日

７日

市指 フ

曜

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31 　

携帯サイト

携帯電話用アドレス
https://www.ibusuki-lib.
jp/mobile/index.do

携帯電話から、図書
館の資料の検索や予
約をしたり、貸出・
予約状況を見ること
ができます。

緑の中に黄色い花文字が映える

防犯組織と消防団が
一緒になって活動　
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指
宿
地
域

濵
田　

龍り
ゅ
う
せ
い星　
大
園
原　

智　

宏

ゆ
き
え

大
久
保
翔し

ょ
う
き稀　

大
園
原　

孝　

昭

あ
か
り

幸
野　

龍り
ゅ
う
し
ん清　
　
宮　
　

彬　

広

加　

代

紺
屋　

隆り
ゅ
う
き葵　
五
郎
ヶ
岡　

吉　

隆

美
由
樹

園
田　

蓮れ
ん
と斗　

潟　

口　

拓　

郎

美　

樹

福
留　

鈴り

あ彩　

中
小
路　

章　

吾

実　

世

外
村　

柚ゆ
ず
き葵　

向　

吉　

完　

治

芙
美
子

麦
田　

曖あ
い
る瑠　

下　

里　
　

茂　
充　

子

山
川
地
域

奥
田　

瑛え
い
と人　

町
７
区　

和　

久

　

静

向
吉　

康こ
う
き稀　

川　

口　

康　

之

友　

美

田
丸　

真ま

な愛　

小
川
西　

俊　

介

直　

子

坂
元　

優ゆ
づ
き月　

上　

出　

裕
太
郎

佑
未
子

射
場
山
桃も

も
ね愛

※　

東　

上　

雄　

生

朋　

世

開
聞
地
域

愛
野　

颯そ
う
ま真　

松　

原　

大　

海

弘　

美

市
外

伊
藤　
　

楓か
え
で　
東
京
都

世
田
谷
区　

雅　

志

　

忍

奥　
　

悠ゆ
う
し志　
鹿
児
島
市　

大　

輔

か
お
り

森
満　

理り
お
ん恩　
鹿
児
島
市　

浩　

一

理　

恵

柚
木　

梨り

ほ穂
※　

岡
山
県

倉
敷
市　

公　

平

杏　

菜

田
中　

柚ゆ
ず
き希　

大
阪
市

東
成
区　

健　

次

明
日
香

松
本　

奏か
な
と翔　

熊
本
市

北　

区　

祐　

典

　

彩

近
藤　
　

翔か
け
る※　

奈
良
県

斑
鳩
町　
　

翼　

　

瞳

指
宿
地
域

生　

駒　

秋　

子　

87　

道
下
上

池　

元　

知　

治　

81　

中
小
路

池　

堂　

正　

雄　

89　

田　

良

上
西
園　
　
　

豊　

83　

道　

上

中　

﨑　

ミ
チ
子　

70　
五
郎
ヶ
岡

黒　

岩　

八
百
三　

73　

大　

当

鮫　

島　

悦　

子　

82　

湯
之
里

南　

野　

弘　

子　

58　

二
月
田

瀨　

海　

ユ　

キ　

91　

潟　

口

髙　

田　

治　

雄　

67　

温　

湯

松　

嶋　

ミ　

サ　

87　

小　

田

中　

西　

寅
三
郎　

73　

小
牧
西

渡　

瀨　

秀　

志　

83　

向　

吉

上　

村　
フ
ユ
ギ
ク　

89　

渡　

瀬

池
之
内　

タ
ミ
子　

87　

瀬　

崎

下
川
床　

藤　

義　

88　

宮
之
前

永　

山　

敏　

子　

78　

湯
之
里

濵　

﨑　

シ
ヅ
ヱ　

89　

湊　

北

藤　

村　

ト
シ
子　

83　
摺
ヶ
浜
北

上　

原　

ミ
チ
ヱ　

92　
弥
次
ヶ
湯

松　

尾　
　
　

皎　

86　

渡　

瀬

木
佐
貫　

俊　

光　

74　

大
園
原

肥　

後　

尚　

俊　

80　

潟　

口

新
小
田　
　
　

昇　

58　

湊　

上

上
髙
原　

サ
ヤ
子　

91　

高
野
原

山
川
地
域

池　

水　
　
　

忠　

82　

岩　

下

南　

迫　

タ　

ミ　

88　

市
山
下

濱　

田　

則　

行　

82　

徳　

光

福
ヶ
迫　

三　

男　

81　

神
方
上

西　

川　

キ　

ク　

96　
東（
福
元
）

神　
　
　

典　

夫　

83　

井
手
上

川　

口　

熊　

雄　

87　
町
２
区
東

迫　

村　

信　

子　

86　

市
山
下

開
聞
地
域

川　

畑　

葊　

光　

82　

塩　

屋

松　

元　

喜
久
子　

63　

鎮　

守

堀
之
内　

義　

文　

84　

荒　

田

下　

拂　
　
　

勝　

77　

荒　

田

村　

山　

ツ
ル
エ　

89　

蛭　

子

志　

戸　
　
　

勇　

82　

西
開
聞

冨　

永　

秀　

光　

91　

下　

吉

市
外

上　

瀨　

キ
ヨ
子　

88　
鹿
児
島
市

鮫　

島　

ス
ミ
ヱ　

97　
鹿
児
島
市

生　

見　

詮　

治　

77　
鹿
児
島
市

草　

野　

美
由
紀　

45　

伊
佐
市

誕
生
う
ぶ
ご
え

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

【
地　

区
】

【
氏　

名
】

【
保
護
者
】

【
地　

区
】

【
氏　

名
】

【
保
護
者
】

【
地　

区
】

【
氏　

名
】

【
保
護
者
】

【
地　

区
】

【
氏　

名
】

【
保
護
者
】

追
悼
お
く
や
み

【
年
齢
】

【
故　
　

人
】

【
地　

区
】

【
年
齢
】

【
故　
　

人
】

【
地　

区
】

【
年
齢
】

【
故　
　

人
】

【
地　

区
】

【
年
齢
】

【
故　
　

人
】

【
地　

区
】

　

次
の
方
々
が
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

篤
　
　
　
志

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
届
出

時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・
開

聞
各
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で
、

申
し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
他
市
町
村
で
届
け
出
し
た
人
で

も
、
希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す

の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

あなたの人生に幸あれ
柚木　梨

り ほ

穂ちゃん

６
月

 30 
日
ま
で
の
受
付
分

一
般
寄
付

〜子どもはまちの宝です〜
じ ま ん

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
写
真

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
子
ど
も

の
名
前
と
ふ
り
が
な
、
性
別
、
生

年
月
日
、
保
護
者
名
、
住
所
・
地

区
名
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
、
メ
ー

ル
（
画
像
は
２
Ｍメ

ガ
バ
イ
トＢ以

内
）、郵
送
、

持
参
の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

※
紙
面
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
応

募
者
全
員
を
掲
載
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

　

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

　

指
宿
市
市
長
公
室
広
報
統
計
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

　
　

s-koushitsu@
city.ibusuki.lg.jp

　

現
在
、
広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

ク
イ
ズ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ク

イ
ズ
に
答
え
て
素
敵
な
賞
品
を
当

て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
お
知
ら
せ
版
で
は
、
ク

イ
ズ
の
賞
品
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
商
店
や
事
業
主
の
皆
さ
ん
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
広
報
統
計
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

元気で優しい女の子に
育ってね。

射場山桃
もも ね

愛ちゃん
元気にすくすく育って
ね。

近藤 　翔
かける

ちゃん

２人仲良く元気に育ってね

段原　昂
こう し

志ちゃん・陽
は る き

生ちゃん
【田良】

いっぱい食べて、遊ん
で、大きくなってね。

諏訪　朱
しゅ な

愛ちゃん
【潟口】

健康で明るく優しい子
に育ってネ

緒方　一
いっ さ

颯ちゃん
【潟山】

お誕生日おめでとう！
元気いっぱい育ってね

加塩　ゆうちゃん
【鹿屋市】

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
、

地
震
で
生
き
埋
め
や
建
物
な
ど
に

閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
の
う
ち
、
自

力
や
家
族
、
隣
人
等
に
救
助
し
て

も
ら
っ
た
割
合
は
約
98
％
、
一
方

で
消
防
や
警
察
に
助
け
ら
れ
た
割

合
は
わ
ず
か
１
・
７
％
だ
っ
た
と

い
う
調
査
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

大
き
な
災
害
が
発
生
す
れ
ば
、

行
政
自
体
も
被
災
し
、「
公
助
」
が

機
能
し
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
ま
ず
は
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」

の
備
え
が
重
要
で
す
。
普
段
か
ら

家
族
み
ん
な
で
災
害
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
い
ざ
と
い
う
時
に
頼
り

に
な
る
の
は
ご
近
所
の
力
「
共
助
」

で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
地
域
活
動
に

積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、
地
域

で
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

シ
リ
ー
ズ
共
生
・
協
働

「
自
助
」
と「
共
助
」で
災
害
に
備
え
る

自分で自分や家族を守る

行政による
防災・減災
対策　　　

地域で支え合い

自助

公助
共助

●避難場所・危険箇所の確認
●非常持ち出し品の準備と保管
●災害時の連絡方法の確認
●自宅の耐震対策　など

●地域の防災活動
●まちの安全点検

自力で 34.9% 通行人に 2.6%
家族に 31.9% 救助隊に 1.7%

友人・隣人に 28.1% そ の 他 0.9%

生き埋めや閉じ込められた際の救助

（社）日本火災学会「兵庫県南部地震における火災
に関する調査報告書」

広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

　
　
　
　
　
ク
イ
ズ
を
掲
載
中
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分 か り や す い 医 療 の 話
Medical Lecture

今 月のドクター
指宿医師会救急担当理事　宮田　敬博

Doctor

災害時の医療救護体制について

　

今
年
４
月
22
日
の
日
曜
日
、
午
前

９
時
前
に
、
佐
多
岬
沖
で
高
速
船
が

ク
ジ
ラ
と
衝
突
す
る
事
故
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

連
絡
を
受
け
た
指
宿
医
師
会
で
は
、

各
医
療
機
関
か
ら
医
師
８
名
、
看
護

師
11
名
、
事
務
員
４
名
が
山
川
港
に

駆
け
付
け
、
指
宿
・
加
世
田
保
健
所
、

市
健
康
増
進
課
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
と

と
も
に
医
療
救
護
班
を
組
織
し
、
現

場
で
の
医
療
救
急
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
国
立
病
院
機
構
指
宿
病
院
を

中
心
に
、
９
医
療
機
関
が
傷
病
者
の

受
け
入
れ
に
備
え
て
待
機
し
、
指
宿

海
上
保
安
署
、
指
宿
地
区
消
防
組
合
、

地
元
消
防
団
、
警
察
、
行
政
、
船
会

社
な
ど
と
の
連
携
を
執
り
な
が
ら
救

護
活
動
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

関
係
さ
れ
た
各
団
体
の
皆
さ
ま
、

夜
遅
く
ま
で
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で

し
た
。

　

今
回
の
事
故
で
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
が
徹
底
さ
れ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
幸
い
に
し
て
重
傷
者
が
多
く

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
も
事
故
に
遭
っ
た
高
速
船
を

山
川
港
へ
入
港
さ
せ
る
ま
で
に
は
充

分
な
時
間
が
あ
っ
た
た
め
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
何
度
も
繰
り
返
す
な

ど
準
備
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
、
医

療
活
動
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
平
成
18
年
に
、
多
く
の
重

傷
者
を
出
し
た
高
速
船
事
故
の
経
験

が
生
か
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
時
は
１
０
０
名
以
上

が
重
軽
傷
を
負
う
と
い
う
指
宿
が
か

つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
き
な

集
団
災
害
で
し
た
。

　

大
変
な
混
乱
の
中
で
の
救
護
活
動

を
経
験
し
、
各
機
関
の
連
携
の
重
要

性
や
情
報
収
集
の
困
難
さ
、
狭
い
船

内
で
の
救
護
活
動
、
搬
送
手
段
の
選

択
の
難
し
さ
な
ど
多
く
の
反
省
が
あ

り
ま
し
た
。

　

毎
年
９
月
に
行
わ
れ
る
指
宿
市
防

災
訓
練
で
は
そ
の
後
、
そ
の
時
の
反

省
を
生
か
し
、
関
係
各
機
関
と
の
連

携
を
よ
り
意
識
し
な
が
ら
訓
練
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
近
く
で
訓
練
が

あ
る
と
き
に
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
た

ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
今
年
は
９

月
９
日
に
開
聞
で
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な

こ
と
が
、
こ
こ
指
宿
で
も
起
こ
ら
な

い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
訓
練
を
通
し

て
、
万
が
一
の
時
に
ど
う
動
け
ば
い

い
の
か
を
皆
さ
ん
も
一
度
、
考
え
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
事
故
で
も
、
休
日
の
連
絡

体
制
の
整
備
や
情
報
の
共
有
を
ど
う

す
る
か
、
持
ち
寄
る
医
療
資
機
材
の

整
備
な
ど
、
新
た
な
反
省
点
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。

　

指
宿
医
師
会
で
は
、
こ
う
い
っ
た

反
省
点
を
少
し
ず
つ
整
備
し
な
が
ら
、

今
後
も
観
光
都
市
指
宿
の
安
全
・
安

心
の
た
め
に
地
域
医
療
活
動
の
充
実

に
努
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

災
害
時
に
は
、
通
常
の
診
療
を
中

断
し
て
救
護
活
動
に
当
た
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ご

迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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